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今月の人口

新しい学習指導要項で
学校は変わります。 2~3ページ
市政の動き 4~5ページ
都市計画マスタープラン 8~9ページ
おおむらあん人こん人 12~13ページ
大村市の水道② 16~17ページ
講座案内 18ページ

-人口 85，037人 (ー303) ・男 40，963人 (-177) 園女 44，074人 (ー126) ・世帯数 32，139世帯 (ー89)
※ 3月31日現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく )

f広報おおむらJは再生紙 (古紙40%)を使用 しています。



① 豊かな人間性や社会性，国際社会に生きる日本人とし

ての自覚育成します。

② 自ら学び，自ら考える力を育成します。

③ ゆとりのある教育活動を展開する中で，基礎・基本の

確実な定着を図リ，個性を生かす教育を充実します。

④ 各学校が創意工夫を生かして特色ある教育，特色ある

学校づくりを進めます。

これからの社会を生きる子どもたちに必要な力は…
激しい変化が予想されるこれからの社会においては 生涯を通じて いつでも自由に

学び続けるという生涯学習の考え方を更に進めていく必要があります。このため， 教育
は学校教育のみで完結するのではなく 学校教育では生涯学習の基礎となる力を育成す
ることが重要です。

これからの子どもたちには，細かな知識をたくさん覚えていることより， EJ分で考え，
自分の考えをもち それを自分の言葉で表現できる力を身につけていて，それを実際の
生活に生かすことができるようにすることが重要です。

〈これからの学校教育の目指す方向〉

多くの知識を教え込む教育 吟 自ら学び考える力を育てる教育

これからの学校では

。体験的な学習，問題解決的な学習を重視します

-観察・実験，見学や調査

-スピーチ・討論，ディべー卜
-自ら調べ・まとめ・発表する活動

。道徳教育を充実します

-自然体験やボランティアなどの社会体験
.ものづくりや生産活動

など

O 幼稚園，小学校低学年では，基本的な生活習慣や善悪の判断，社会生活上のルールなどの指導を徹底

します。
O ボランテイア活動や自然体験活動などの体験活動を生かした学習を充実し 豊かな体験を通して道徳

性の育成を図ります。

そのほかにも O国際化ヘ対応した教育を充実します

。情報教育を充実します
。体育・健康教育を充実します
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|総合的な学習の時間の新設 l
今回の改訂では 「生きる力jの育成を目指し 各学校が創意工夫を生かし

て，これまでの教科の枠を超えた学習などができる「総合的な学留の時間Jが

新設されます。

。「総合的な学習の時間jとは…

子どもたちが各教科等の学習で得た個々の知識を結びつけ 総合的に働かせることができるようにする

ことを目指しています。

① 地域や学校，子どもたちの実態に応じ，学校が創意工夫を生かして特色ある教育活動が行える時間

② (例として)国際理解，情報，環境，福祉・健康など従来の教科をまたがるような課題に関する学

習を行える時間

。「総合的な学習の時間jの時間数・単位数は…

小学校では3年生以上から週当たり 3時間程度，中学校では週当たり 2---4時間程度，高等学校では卒

業までに3---6単位時間配当されます。

-E歪0tJ1J:f:l.7A  

特別活動(学級活動など)

道 徳

各教科

(国語，算数など)

〈小学校の例〉 EE豆町買男DEヨ曙ヨ明-

総合的な学習の時間

特別活動(学級活動など)

道 徳、

各教科

(国語，算数など)

新しいカリキユラ

ムでは，各教科の学

習内容を基礎的・基

本的な内容に厳選し

て，新たに「総合的 ( 

な学習の時間jが設

けられます。

。「総合的な学習の時間Jの特色は…

「総合的な学習の時間jでは 国が一律に内容を示してい

ませんので，学校が創意工夫を発揮して行うことになります。

従来の教科のように教科書もありません。

グループ学習や異年齢集団による学習，地域の人々の参加

による学習や地域の自然や施設を生かした学習などの多様な

学習が行われます。

学校の時間割における総合的な学習の時間の名称も各学校

で決めます。(例)00タイム ムム学習等

小学校で国際理解・英会話の学習もできるようになります。

新しい教育課程や具体的な取り組みみついては，各学校または教育委員会学校教育課へお尋ねください。

7月号から各学校の特色ある教育活動をシリーズで紹介していく予定です。 (学校教育課 53-41 1 1 内線364)
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皆さ んか らのご意見、ご質問を
お待:ちしていま す。

-E書面匝菅沼・

.官製はがき ・封書

・ 「市民の声ファ ックスJFax54-6600 
・ 「市長さんこんにちは」

(投書箱 :市役所、各出張所に設置)
などを利用して次の事項を記入のうえ、
送ってくださ し、。

①質問事項 ②住所・氏名・電話番号

-5-

-m司E靖国面蝿~置~

干856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さん|はいつリ 係

五 r “・ ‘- "-"" -"-' 
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今回は市長に届いたはがき を
ご紹介します。

地球の温暖化など環境問題

への関心を高めてもらおうと

「ケナフjの種を昨年 5月に

市内の小学校に配布し、栽培

してもらったと ころ、松原小

学校の 5年生から甲斐田市長

へ “ケナプ'で、作ったはがき

が届きました。ありがとうご

ざいました。
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市立幼稚園整備計画(案)の見直し案概要について
現在、各関係団体と調整しており ます市立幼稚園整備計画(案)見直し案について、その概要をお知らせします。

現 状
整備計画 (案)概要 見直し案概要

(平成11年5月提案) (平成12年2月提案〉

{疋貝ロ 840人 (40人/1クラス) 455人 (35人/1クラス) 510人 (30~35人/ 1 クラ ス )

三浦は4・5歳児混合保育
4圏全国に 4・5歳児混合保育導入

周辺部 4園 実施 現状と同じ
他 3園は 5歳児単年保育 ( 4歳児は、おおむね 5人程度とする)

大村・中央・竹松の3園に、4歳児クラ 大村 ・西大村 ・竹松の3園に、4歳児クラス
スを1クラスずつ配置し、 4'5歳児多 を1クラスずつ配置、放虎原は、混合保育を

中央部 6園 6圏全国 5歳児単年保育 年保育を実施する。なお、三城・西大 導入し、 4・5歳児多年保育を実施する。な
村・放虎原の3園は廃園する。 お、三城 ・中央の2園は廃園する。

園数 10園 7園 8園

中央部 6園 (大村・ 三城・西大村・ 中央・放虎原 ・竹松幼稚園のこと)

今後の予定としては、この見直し案を基本に調整 した 「大村市立幼稚園整備計画書jを本年6月中に策定し、 平成13

年 4月実施に向けて取り組んでまいります。

なお、見直 し案についてのご質問等お気軽にお問い合わせください0

・問い合わせ 教育委員会庶務課(内線 363・377)

備考 :周辺部4園 (三浦・ 鈴田・福重 ・松原幼稚園のこ と)

8月から本稼働

運輸省航空局空港防災教育
訓練センター

航空機火災などが発生したときに、搭乗者を

救出するためには、迅速かつ的確な初期消火が

必要です。

そのために、日頃から各種の質の高い訓練を

繰り返 し行うための施設 として、 空港防災教育

訓練セン ターが建設されました。

この施設は、 本年 8月か ら本稼働 しますが、

それに向けて 7月末まで試運転調整が行われる

ことになっています。調整期間中および本稼働

において、一日に数回煙が立ち上がること があ

りますが、これは訓練等によるものであ り、事

故等によるものではありませんので、お知らせ

します。

所在地 箕島町(長崎空港の花文字山横)

試運転調整 7月31日まで

運用開始 8月から

園問い合わせ 空港防災教育訓練センター

(fi⑮9 2 0 6) 

道路等における環境美化や歩行者への危害

を防止するため、長崎県屋外広告物条例によ

り電柱や街路樹などに掲出された違反広告物

を推進委員 (地区保健環境連合会のなかから

下記のブロ ックで選任された複数の推進委

員) が、モデル地区内において 5月中旬から

一斉に除却を開始 します。ご理解と ご協力をお願いします。

モデル地区

大村・三城・西大村西 -西大村東 ・竹

松の各ブロ ックのうち車や人の通行が

多い道路等。

聞事業主体・問い合わせ

長崎県都市計画課管理班

惜 (宮 095-824-1111内線3032)

諌早土木事務所総務課管理班

(fi⑫ 001 0 内線216)

違反広告物除却推進運動
(クリーンフェイス)

を始めます
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市
交
通
安
全

協
会
(
岱
⑬

9
8
8
9
)
市
安
全
対

策
課
交
通
防
犯
係
(
包
⑬

4
1
1
1

内
線
2
1
4
)

6-

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト

無
料
貸
し
出
し
!

4
月
か
ら
6
歳
未
満
の
幼
児
を
車
に
乗

せ
る
と
き
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

使
用
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。



-大村市都市景観条例の概要
大村市都市景観条例が制定されました

大村市都市景観条例が制定されました。この条例は住民・ 事業者・行政の三者が協働して、かつての城下町の面影

や、豊かな自然に恵まれたまちの風景や美観、優れた生活環境といった(良好な)都市景観の形成を目指すものです。

なお、これに定める各種指定や届出などについては、規則、要網などができしだい順次実施してまいります。

市民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

条例の目的や用語の定義を定めています。

① 総合的な施策の実施、 ② 先導的役割、 ③ 都市景観に関
する意識の高揚等市(長)が果たすべき役割(藁務) を
定めています。

語

一

用・
義
一

的
定
一

目
の
一

重品長)の i 第 1章総 則
(第 1条~第6条〉

都市景観の形成についての施策に対する協力など市民及
び事業者の果たすべき役割(童務)を定めています。務

一
責
一

び
の
一

及
者
一

民
業
一

市
事
一

地域レベルの景観づくりをすすめるため、地域(地元)
からの要望を踏まえ地元と行政の協調協力により 、地域
ごとの景観づくりの方針や塁準を定めるものです。

道路の沿道で建築物等が集種し、又はその恐れがある区
域のうち、都市景観の形成を図る必要があると認める地
域を対象とし、届出に塁づき事前に特定の建築物等につ
いての配慮をお願いするものです。

都市景観の形成上、重要な価値が認められる建築物等を
所育者等と市が協働して保全するものです。

大規模な建築物等は、周辺地域に景観上大きな影響 を与
え ま す。そこで、一定規模以上の大規模建築物等につい
て 、届出に墓づき事前にその形態・色彩等に関しての協
議を行うものです。

都市景観形成に重要な役割を果たしている樹木 ・樹林の
保存等及び公共施設等の緑化の規定を設けるものです。

第 4章都市景観形成建築物等
(第18条~第21条〉

第 5章大規 模 建 築 物 等
(第22条~第24条〉

第 6章緑の保全と育成
(第25条~第30条〉

景観づくりへの市民参加を進めるため、地域団体の認定
について定めています。

第 7章景観づくり地域団体
(第31条)

都市景観の形成に寄与している事例等を表彰するもので、
これにより「大村市都市景観畠 j を創設するものです。

① 景観づくり地域団体、 ② 都市景観の形成に寄与する行
為 へ の 援 問 ・一部町成等ができる規定です。

大
村
市
一
都
市
憲
一
観
条
例
の
体
系

都市景観形成の円滑な推進を図るため、審議機関を設置
することを定めています。

第 9章大村市都市景観審議会
(第35条)

条例の施行について必要な事頂は規則で定める旨の委任
規定を設けています。

第 10章雑 則
(第36条)

t; 

都
市
計
画
道
路

久
原
梶
ノ
尾
線
が

一
部
供
用
開
始
し
ま
す
。

国
道
川
崎
号
の
バ
イ
パ
ス
的
役
割

を
果
た
す
、
都
市
計
画
道
路
久
原

梶
ノ
尾
線
・
三
城
工
区
が

5
月

m

日
か
ら
通
行
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

当
工
区
は
、
上
諏
訪
町
か
ら
三

城
町
ま
で
の

6
8
0
m
で
、
二
車

線
の
両
側
3
・
5

m
の
歩
道
付
き

道
路
で
、
平
成
5
年
度
よ
り
着
手

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

な
お
、

三
城
町
か
ら
武
部
町
ま

で
の
武
部
工
区

・
延
長

6
2
0
m

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
用
地
買

収
及
び
工
事
を
行

っ
て
お
り
早
期

の
完
成
を
目
指
し
て
、
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

7 
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官主雷

都市計画マスタ一フランは、平成4年都市計画法の改正により E 

創設されたもので、市町村が地繊特性をふまえながら、まちづく

りのビツ、ョンを描き、都市計画の指針とするものです。

--
大村市都市計画マスタープランの内容

1 .都市計画マスタ一フランの意義

2.大村市の概況と特性

3.都市の広域的位置づけ

4.都市計画上の主要課題

5.都市づくりの理念と目標

6.将来都市構造

7.都市整備の方針

8.地域別構想

9.推進体制等について

|将来都市構造配

4
1
4y
 

-・1ifi:li..I_

大村市では、事前にアンケート調査により

市民の皆さんのご意見をお聞きしながら、素

案の検討を重ねてまいり ました。

又、平成10年度に市内 8会場で開催した

説明会では、素案を公表し、これに対するご

意見をおうかがいしました。

さらに学識者・関係団体・行政の各代表か

らなる「大村市都市計画マスタープラン策定

検討委員会」を設け、審議し、ただき ました。

これらの検討および「大村市都市計画審議

会Jの審議を経て、本年3月に決定致しました。

①都市づくりの理念と目標

新世紀大村のまちづくりを推進するにあた

っては、人と人、人と自然とのふれあいを大

切に、市民一人一人にとって住みやすく、魅

力あふれるまちづくりを行うという理念に立

って、本市の将来像を「活力とふれあいあふ

れる臨空交流都市Jとします。

又、本マスターフランの 目標年次を平成

22年とし、目標年次における本市の将来人

口を 107，000人とします。

-8-



|道路網整備計画図 4
4
ν

ー

お問い合わせは

市役所都市計画課

都市計画係

内線434

-9-

②将来都市構造

臨海部には公共施設エリアと工業エリアを

配置し、平坦部から丘陵地にかけては住宅エ

リアと専用住宅エリアとします。

又、この他国道34号、都市計画道路久原

梶ノ尾線・杭出津松原線などの主要な幹線道

路を中心に、格子状の道路網を骨格として本

市の市街地形成を図ります。

③都市整備の方針

( 1 )市街地整備の方針

既成市街地においては、 JR大村駅周辺で

の市街地再開発のほか、大村公園から丘陵地

に至る区域では、歴史的なまちなみの整備・

保全に努めます。

又、公共施設や道路等において人にやさし

し、都市づくりに努めます。

市街化の進行する地域では主要な道路の都

市計画決定を行うほか、開発指導等により良

好な住宅地の形成を図ります。

(2 )都市施設整備の方針

広域的な交通の結節点として円滑な交通の

流を確保するとともに、便利な市民生活を支

えるため、国道34号をはじめとする主要幹

線道路等の整備に努めます。

又、快適な都市生活の基盤となる公園、下

水道、河川等の整備を進めます。

④地域別構想

本市の都市計画区域を「北部地域」、 「中

北部地域」、 「中南部地域J、 「南部地域j の

4地域に区分し、それぞれ将来像や土地利用

の方針、施設整備の方針などを定めています。

ι 



4/8 チームワークで
マ勝利をめざせ
「第19口市民サッ力一大会」 が大村

工業グランドなどで行われま した。大

会は 、職場や友人などでつくった49チ
ームが参加。患の合ったプレーでゴ

jレネットをゆらしていました。

3/②榊のふしぎ知りました
子供たちが、直接見たり触れたリして、科学

のふしぎを体験しながら、エネルギーの大切さ

を学ぼうと 、エネルギー体験館がシ-ハットお

おむらで開かれました。会場には、多くの子供

たちが科学の不思議にせまっていました。

3/.サッカーって楽しいよ

「ふれあいサッ力 教室」が陸上競技場で行われました。会場

には、市内のサッ力一少年団から約250人が参加。日本サッ力一リ

ーグで活躍した 、平田生雄氏とアデマ ル -ペレイラ-マリ一二

ヨ氏の指導でパスやリフティングなどをしたリ 「失敗を気にせず、

チャレンジすることが大切」など精神面の指導も行われました。

3/⑧ふるさとのきれいな海や川をいつまでも

大村湾の沿岸清掃が、大村公園先の海岸沿いで行われました。

「大村湾をきれいにする会」大村支部のメンバーや城南高校、大村

高校の生徒ら約100人が参加して 、海岸に流れついた木くずやガ

ラス片などのごみを拾い集めました。参加者からは「夏場よりも

比較的ごみは少ないようです」との声も聞かれました。3/.ピチビチはねるア~ユ》
長崎水産高校の生徒が郡川上流でアユの放流を行い

ました。体長約 7センチに育った稚アユ約 1万匹を

川に放っとピチピチはねながら上流へと昇っていき

ました。また、郡川漁協も 1万匹を放流しました。

- 11一

CAMERA SPOT 

A〆

!日楠本正隆屋敷

審の催し 3/25'---4/23

市指定文化財「旧楠本正隆屋

敷Jで大村家に伝わる雛人形と

大村市茶道連合会の茶会が行わ

れました。期間中 、約 1，000人
の入場者でにぎわっていました。

/ 

4/8ミス大村選彰式

12000ミス大村」の選彰式がシ ハッ トおおむら ガレリ アで行

われました。ミス大村 “おおむら桜"に富永玲子さん (陰平町 .23
歳)、ミス大村 “花し ょうぶ"に山本奈央さん (植松3丁目 .20歳)

の2人が選ばれました。富永さんは「人との出会いを大切にし 、大

村をアピ jレしたい」、山本さんは 「市の代表として自覚を持って好

感を持たれるように心がけますJとそれぞれ抱負を述べていました。

4/~四・h
-大きな音~f
ーでましたか-!? 

花まつり期間中の大村公園内の大村神社境内にあ

る穴のあいた石に患を吹き込み、 音の大きさや音色

を競う「おおむら石吹き合戦」が行われました。参

加者は、大きく患を吸い込み思いっ きり穴に吹き込

み、音を出すのに顔を真っ赤にしていました。なか

なか難しそうでしたよ。

一 10
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Aτλ 

[みんなのひろばjのコーナーでは、「私の作昆*僕の作品Jや

「ふたりで50年Jに登場する人を募集しています。

また、市政への質問やご意見などもどしどしお寄せください。

〒856-8686 玖島 lT白25 大村市秘書広報課

%αf~ð6*(まく σ)1乍お
久保奈津吾 さん

(原町)

今
年
1
月
に
京
都
で
行
わ
れ
た
、
全

国
都
道
府
県
対
抗
女
子
駅
伝
大
会
に
、

長
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。
チ
ー

ム
の
主
将
を
務
め
、
区
間
3
位
の
力
走

で
優
勝
に
貢
献
し
た
久
保
選
手
。
「当
日

は
、
少
し
緊
張
し
た
が
、
チ
ー
ム
で
走

る
こ
と
は
、
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
あ
る
け

ど
、
楽
し
か

っ
た
。」
と
振
り
返
る
。
い

つ
も
、
レ

l
ス
の
時
は
一
人
な
の
で
、

駅
伝
を
走
る
の
は
好
き
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

久
保
さ
ん
が
陸
上
を
始
め
た
の
は
、

中
学
生
の
時
。
父
親
の
勧
め
で
、
陸
上

の
世
界
へ

。
中
学
2
年
生
の
時
、
県
の

記
録
会
で
優
勝
し
、
走
り
に
自
信
を
持

っ
た
そ
う
で
す
。
高
校
卒
業
後
、
民
間

の
企
業
へ
就
職
。
そ
の
後
帰
郷
し
、
現

在
は
、
父
親
が
経
営
す
る
印
刷
会
社
で

働
き
な
が
ら
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て

い
る
。
母
校
で
あ
る
郡
中
学
校
の
生
徒

と

一
緒
に
、
夕
方
2
時
間
程
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
汗
を
流
す
。
監
督
で
あ
り
、
父

親
の
康
治
さ
ん
に
、
「
体
調
管
理
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
い
つ
で
も
相 第12回大村市子ども美術展で市長賞を受賞した

山口 道哉くん

(大村小学校 2年)

賞をもらって「ばりうれしかった。」生活

科の時間に、にわとりを観察してかきまし

た。真ん中の大きなにわとりをかくのに、

10分く、らいかかったけど、あとは簡単にか

けました。

絵をかくのは少し苦手で、体育が一番好

き。昼休みに一輪車に乗るのが楽しみ。今

年はなすびが食べられるようになりたい。

談
で
き
る
」
の
で
安
心
し
て
走
る
こ
と

が
で
き
、
親
子
二
人
三
脚
で
レ
l
ス
に

の
ぞ
ん
で
い
る
。
「
い
ろ
ん
な
面
で
周
り

の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
」
こ
と

に
気
づ
い
て
、
「
練
習
や
レ
l
ス
で
苦
し

い
時
も
頑
張
っ
て
走
る
こ
と
が
で
き

る
。」
と
実
感
が
こ
も
る
。
「
今
は
、
自

分
な
り
の
目
標
が
あ
っ
て
、
自
分
が
や

り
た
い
こ
と
を

一
生
懸
命
ゃ
れ
て
い
る

の
で
幸
せ
か
な
。」
と
笑
顔
で
語
る
。

休
日
は
家
で
ゆ

っ
く
り
ビ
デ
オ
を
見

た
り
雑
誌
を
読
ん
だ
り
し
て
過
ご
す
そ

う
。
最
近
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
始
め
て
、

友
人
と
メ
1
ル
交
換
を
す
る
の
が
楽
し

み
。
今
後
の
目
標
は
「
実
業
団
の
強
い

選
手
と
走
る
機
会
が
増
え
る
の
で
、
少

し
ず
つ
記
録
が
伸
び
れ
ば
・
・
・
」
と

気
負
い
な
く
、
抱
負
を
語
る
。

さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
す
て
き
な
久
保

選
手
。
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

ふ
た
り
で
印
年

-12-

(73歳)

(70歳)

昭和24年5月11日入籍

夫

ミ
富

卜

一溝陸町一

/ J¥嶋

j
健
康
で
暮
ら
す
の
が
何
よ
り
で
す
j

結
婚
し
た
き
っ
か
け

(富
夫
)
親
戚
同
士
で
結
婚
の

話
が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
親
の

決
め
た
人
と

一
緒
に
な
る
の
は
、

そ
の
当
時
、
普
通
の
こ
と
で
し
た
。

結
婚
す
る
ま
で
顔
を
合
わ
せ
た
こ

と
は

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

(
卜
ミ
)
大
村
の
波
止
場
か
ら

船
に
乗
っ
て
お
嫁
入
り
し
ま
し

た
。
今
の
よ
う
に
大
村
か
ら
三
浦

の
方
へ
道
が
つ
な
が
っ
て
い
な
か

っ
た
で
す
か
ら
。
主
人
が
航
空
廠

に
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、
結
婚

す
る
前
、
気
に
な
っ
て
こ
っ
そ
り
、

見
に
行
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
第

一
印
象
は
、
ま
じ
め
で
誠

実
そ
う
な
人
、
実
際
そ
の
と
お
り

の
人
で
し
た
。

当
時
の
思
い
出

(富
夫
)
兄
が
い
た
の
で
、
家

で
農
業
を
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
父
が
亡
く
な
っ
て
、

米
作
り
と
み
か
ん
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
昭
和
却
年
代
後
半
ぐ
ら
い

か
ら
、
み
か
ん
の
安
値
が
始
ま
っ

て、

一
時
会
社
勤
め
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
結
局
、
農
業

に
落
ち
着
き
ま
し
た
。
水
田
を
l

町
2
反
作
っ
て
い
て
、
家
内
は
家

の
こ
と
を
切
り
盛
り
し
な
が
ら
、

よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま

す
。

(
卜
ミ
)
朝
か
ら
晩
ま
で
よ
く

働
き
ま
し
た
。
主
人
が
勤
め
に
出

て
い
た
頃
は
、
夜
に
小
屋
の
電
気

を
つ
け
て
、
稲
の
脱
穀
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
楽
し
み

(富
夫
)

週

2
回
、
地
区
の
仲

間
た
ち
と
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

練
習
を
し
て
い
ま
す
。

(
ト
ミ
)
主
人
と
よ
く
買
い
物

に
行
き
ま
す
。
重
い
荷
物
を
持
っ

て
く
れ
る
の
で
助
か
り
ま
す
。
こ

の
あ
い
だ
は
、

二
人
で

ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
主

人
は
安
全
運
転
で
、
安
心
し
て
乗

っ
て
い
ら
れ
ま
す
。

f I 
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ど
う
も
ど
う
も
、
企
業
立
地
課
で
す
。

企
業
立
地
課
は
、
課
長
以
下
3
名
の

職
員
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
果
た
し

て
何
の
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
?
と
、

思
う
人
が
た
く
さ
ん
た
お
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

企
業
立
地
課
と
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
わ
が
大
村
市
に
企
業
を
立
地
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に
あ
の
手
こ
の
手
を
行

っ
て
い
る
セ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
特
に
、

市
内
の
雄
ヶ
原
周
辺
に
造
成
し
た
工
業

団
地
「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
l
ク
」
と
、

事
務
所

・
研
究
所
用
の
団
地
「
オ
フ
ィ

ス
パ
ー
ク
大
村
」
へ
の
企
業
誘
致
の
た

め
に
奔
走
し
て
お
り
ま
す
。

あ
の
手
こ
の
手
に
つ
い
て
は
、

①
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
お
け
る
情
報
の
収

集

②
首
都
圏
の
郷
土
出
身
者
の
会
等

や
関
係
機
関
を
利
用
し
た
情
報
の
受
発

感謝

杭出津 3丁目

野中 みどりさん

信

①
新
聞
・
雑
誌
等
や
ホ
1
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
い
、
有
望
な

企
業
へ
の
訪
問
な
ど
誘
致
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

ま
た
誘
致
活
動
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、

新
分
野
へ
の
起
業
化
に
対
す
る
支
援
事

業
も
展
開
し
て
お
り
、
昨
年
目
月
に
は

市
独
自
で
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
助
成

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
」
に
は
現
在
、
コ
マ
ツ
電
子
金
属

(
株
)
を
は
じ
め
と
す
る
ハ
イ
テ
ク
産

業
等
5
社
と
、
長
崎
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
3
つ
の
公
的
研

究
・
支
援
機
関
が
立
地
し
て
お
り
、
長

崎
県
の
高
度
技
術
集
積
地
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
1
月

に
は
、
将
来
有
望
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

2
社
の
進
出
が
決
定
し
、
さ
ら
な
る
市

の
産
業
構
造
の
高
度
化
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、
「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」

に
つ
い
て
は
、
側
九
電
工
、
岩
谷
産
業

(
株
)
、
コ
マ
ツ
電
子
金
属
(
株
)
の
3

社
の
立
地
決
定
に
加
え
、
昨
年
8
月
に

は
、
情
報
通
信
機
器
メ
ー
カ
ー
最
大
手

の
N
E
C
の
立
地
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
今
後
の
市
の
経
済
活
性
化
は

も
と
よ
り
、
雇
用
の
創
出
な
ど
様
々
な

波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
様
に
、
企
業
立
地
は
、
市
の
発
展
に

お
け
る
起
爆
剤
と
し
て
の
重
要
な
施
策

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
市
民

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
特
に
、

何
か
情
報
等
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
下

さ
い
。

大村に引っ越してきて 、「あっJという聞に三年が

経ちました。大村のたくさんの方々に支えられ、とて

も充実した日々が送れた様に思います。

三年を振り返ってみると 、本当にいろいろなことが

ありました。

なかでも、中央小区球技大会で 、「昭和通り子供会」

バドミントン選手と して、出場したのを機に、バドミ

ントンを始めるようになり「ペパーミントバドミント

ンクラブJI星美幼稚園バドミントンクラブ」と 、多

くの方々と出会うことができました。そして、バドミ

ントンだけでなく 、いろいろなことを相談できる仲間

ができました。大村で得た 、大きな財産だと思ってい

ます。

他にも 、「パンプキンズソフトバレークラブ」 、「婦

人健康体操クラブひまわり」に 、参加させていただき 、

とても楽しい時間を過ごすことができました。

子供を通しての「中央小サ ッカークラブJI中央小

ミ二バスケ ッ トクラブ」そして「中央小JI星美幼稚

園Jでとたくさんの方々と知り合うことができました。

私が、この三年間にお世話になった方々に

心から「ありがとう」を言いたいと思います。そして 、

この感謝の気持ちを忘れることなく 、これから先も、

いろいろな活動に参加していきたいと思っています。

西大村小学校

橋本菜摘さんの作品外
国
の
人
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入

れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
で

し
た
。
メ
キ
シ
コ
系
ア
メ
リ
カ

圃

人
が
、

1
か
月
間
英
語
を
教
え

園

'L

る
た
め
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
来
る

圃

リ
ー

こ
と
に
な
り
、
ア
パ
ー
ト
を
捜

一
一
W
比

し
て
い
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ

圃
ァ
L
M

の
友
人
か
ら
の
電
話
か
ら
、
そ

四

4
1

れ
は
始
ま
り
ま
し
た
。
1
か
月

田

4

の
滞
在
、
数
か
月
に
伸
び
て

一

。

し
ま
し
い
ま
し
た
。

圃
ド
、
F

初
日
、
彼
は
と
て
も
無
口
で
、

-

」

自
分
の
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
た

-
cリ

ま
ま
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
話

-

4
1

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
テ
ン

-
sz

系
の
性
格
を
表
わ
す
よ
う
に
な

7
M

り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
中
に
幽

E

リ
ー

霊
が
見
え
る
と
い
っ
て
、
ア
パ

闇

γ
t

l
ト
の
大
掃
除
を
始
め
ま
し

m

E
I

た
。
こ
れ
は
大
助
か
り
だ
っ
た

闇

T

}

の
で
、
私
は
幽
霊
が
留
ま
っ
て

7
U

く
れ
る
の
を
祈
り
ま
し
た
。

-

J

2
番
目
の
利
点
は
、
彼
が、

圃

興
味
深
い
メ
キ
シ
コ
の
新
し
い
食
べ
物
を

も
た
ら
し
た
こ
と
で
し
た
。
彼
は
、
月
に

1
、
2
度
た
く
さ
ん
の
メ
キ
シ
コ
の
食
材

を
小
包
で
受
け
取
り
、
お
い
し
い
食
べ
物

を
作
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
私
達
は
メ

キ
シ
コ
料
理
の
真
髄
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

彼
は
、
典
型
的
な
ラ
テ
ン
民
族
と
同
じ

よ
う
に
、
と
て
も
親
し
げ
で
、
母
親
に
結

び
つ
い
て
い
ま
し
た
。
彼
は
自
分
が
落
ち

込
ん
だ
時
や
家
が
恋
し
い
時
、
母
親
が
そ

れ
を
察
し
て
電
話
を
か
け
て
く
れ
る
と
信

じ
て
お
り
、
そ
れ
は
よ
く
実
現
し
て
い
ま

し
た
。
彼
が
私
達
と
親
し
く
な
る
に
つ
れ
、

お
別
れ
を
い
う
の
が
辛
く
な
り
ま
し
た
。

約
1
か
月
後
、
彼
の
友
人
の
ア
メ
リ
カ

人
女
性
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
彼
女
は
、

朝
か
ら
晩
ま
で
笑
顔
が
絶
え
ず
、
彼
女
の

園

隣
に
い
る
と
悲
し
み
を
忘
れ
て

-

し
ま
う
程
で
し
た
。
彼
女
も
料

園

理
を
し
ま
し
た
が
、
彼
女
の
作

園

っ
た
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
は
最
悪
で

圃

し
た
。

-

こ
の
二
人
を
受
け
入
れ
た
事

ル』

-

で
、
ホ
l
ム
ス
テ
イ
の
概
念
が

V

』

-

少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
私
の
友

'

-

人
が
仕
事
で
し
ば
ら
く
海
外
に

2
、
由

行
く
こ
と
に
な
り
、
メ
ス
犬
の

，ぇ

-

世
話
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。
し
か

一五

回

し
、
私
は
、
さ
か
り
が
つ
い
た

i
田

犬
だ
っ
た
事
を
知
り
ま
せ
ん
で

を

-

し
た
。
私
が
責
任
を
負
う
べ
き

、u
m
毎
日
の
犬
の
散
歩
は
、
悪
夢
と

d

園

な
り
ま
し
た
。
2
、
3
日
で
、

-

近
所
の
オ
ス
犬
が
そ
の
事
を
嘆

-

ぎ
つ
け
、
我
が
家
の
入
口
に
た

四

く
さ
ん
の
犬
が
待
ち
構
え
て
い

閉

ま
し
た
。
駐
車
場
の
車
へ
向
か

圃

う
時
は
、
オ
ス
犬
が
飛
び
つ
か

な
い
よ
う
に
メ
ス
犬
を
腕
に
抱
き
、
散
歩

の
た
め
に
、
遠
く
離
れ
た
場
所
に
車
を
止

め
ま
し
た
。

多
く
の
災
難
が
あ
っ
て
も
、
犬
と
別
れ

る
の
は
と
て
も
悲
し
い
も
の
で
し
た
。
し

か
し
す
ぐ
に
次
の
ホ
l
ム
ス
テ
イ
を
心
待

ち
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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みんなの

健康ヘリコバクターピロリと
潰療について

皆
さ
ん
、
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ
l
ピ

ロ
リ
)
(
以
下
ピ
ロ
リ
菌
)
と
い
う

細
菌
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
?
最

近
こ
の
細
菌
が
潰
壌
と
関
連
し
て

話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
胃
は
中

に
入
っ
て
き
た
も
の
(
食
べ
物
)

を
塩
酸
と
消
化
酵
素
ペ
プ
シ
ン
と

い
う
物
質
を
分
泌
し
て
そ
の
力
で

消
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

で
も
な
ぜ
自
分
の
胃
は
溶
け
な

い
の
で
し
ょ
う
か
?
V
胃
の
粘
膜

に
は
ち
ゃ
ん
と
防
御
す
る
力
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
時
に
は
胃

が
溶
け
て
穴
が
あ
き
ま
す
。
消
化

性
胃
潰
蕩
と
呼
ば
れ
ま
す
。
胃
・

十
二
指
腸
潰
蕩

(
か
い
よ
う
)
は

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
病
気
で
、
日
本
人

で
は
生
涯
擢
患
(
り
か
ん
)
患
者

率
が
却
%
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

原
因
は
ス
ト
レ
ス
説
で
し
た
が
、

近
年
「
胃
・
十
二
指
腸
潰
療
は
ピ

ロ
リ
菌
が
原
因
」
と
い
わ
れ
る
よ

南野内科診療所

所長南 野

Q 

康

う
に
な
り
、

2
大
原
因
説
が
有
力

に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

最
近
、
よ
く
効
く
胃
潰
蕩
の
薬

が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
胃
酸
の
分
泌
を
強
力
に

抑
え
る
薬
で
す
。
潰
一
場
の
治
癒
率

は
こ
の
薬
の
登
場
で
非
常
に
躍
進

し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
薬
は
へ
リ
コ

パ
ク
タ
l
ピ
ロ
リ
に
は
効
果
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
・
十
二

指
腸
潰
蕩
は
再
発
し
や
す
い
病
気

な
の
で
す
が
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌

す
る
と
、
非
常
に
高
い
再
発
抑
制

効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
近
年

の
研
究
で
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。

で
は
こ
の
ピ
ロ
リ
菌
は
実
際
ど

の
く
ら
い
我
々
の
中
で
存
在
す
る

の
で
し
ょ
う
か
?
V
ピ
ロ
リ
菌
の

感
染
状
況
は
、
衛
生
状
態
の
悪
い

時
代
に
育
っ
た

ω代
以
上
の
人
で

約
卯
%
。
そ
れ
が
、
最
近
は
衛
生

状
態
が
よ
く
な
り
、
日
、
初
代
で

は
約
加
%
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
こ
の
ピ
ロ
リ
菌
は
ど

う
や
っ
て
感
染
す
る
の
?
V
実
は

い
ま
だ
ハ
ッ
キ
リ
と
は
わ
か
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
口
か
ら
口
、
便
か

ら
口
と
い
う
ル

l
ト
が

一
番
強
い

線
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ピ

ロ
リ
菌
の
感
染
が
起
こ
る
の
は
乳

幼
児
の
と
き
が
多
く
、
ひ
と
た
び

成
人
す
る
と
感
染
は
き
わ
め
て
少

な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

で
は
胃
潰
蕩
以
外
に
何
か
体
に

悪
さ
を
す
る
の
?
V
胃
癌
、
難
治

性
胃
潰
一
場
、
あ
る
腫
の
リ
ン
パ
腫

の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
為
に
ア

メ
リ
カ
な
ど
で
は
積
極
的
に
ピ
ロ

リ
菌
の
排
除
を
勧
め
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
は
な
く
す
事
が
で
き

る
の
?
V
近
年
の
研
究
で
あ
る
種

の
抗
生
物
質
と
潰
一
場
の
薬
と
の
併

用
が
有
効
で
す
。
慢
性
胃
潰
療
の

人
は
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除
去
し
な
い

限
り
ほ
と
ん
ど
の
人
が
再
発
を
く

り
返
し
ま
す
の
で
、
ピ
ロ
リ
菌
を

除
去
す
る
除
菌
療
法
を
受
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
こ
の
除
菌
療
法

に
は
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
(
近
々
適
応
の
可
能
性

は
あ
り
ま
す
)
か
か
り
つ
け
の
医
師

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

1
9
7
9
年
に
発
見
さ
れ
た
ピ

ロ
リ
菌
は
、

3
年
後
、
当
m5.8と

玄
Rω
宮
口
医
師
に
よ
っ
て
培
養
に

成
功
。
後
年
、
ヘ
リ
コ
パ
ク
タ

l

・
ピ
ロ
リ
と
名
付
け
ら
れ
る
。

ら
せ
ん
型
の
細
菌
で
、
胃
の
中
の

粘
膜
内
の
上
皮
細
胞
上
に
す
ん
で

い
て
、
胃
粘
膜
に
常
に
び
ら
ん
を

起
こ
さ
せ
て
い
る
。

磨
君
。
定
あ
と

ー
文
化
財
は
語
る
ー
①

- 14-

「
南
蛮
漆
器

枝
垂
桜
蒔
絵
探
知
聖
金
」

今
か
ら
約
4
5
0
年
前
、
南
蛮
人
と

呼
ば
れ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
日
本
に
来

朝
し
、
南
蛮
貿
易
が
始
ま
り
ま
し
た
。

彼
等
は
鉄
砲
や
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
日
本
の
文
化
も
ヨ
ー
ロ

ッ

パ
に
伝
え
ま
し
た
。
大
村
領
長
崎
は
南

蛮
貿
易
で
栄
え
、
大
村
領
は
南
蛮
文
化

の
中
心
地
の

一
つ
で
し
た
。

さ
て
、
聖
禽
と
は
聴
き
慣
れ
な
い
名

で
す
が
、
キ
リ
ス
ト
や
聖
母
子
、
あ
る

い
は
聖
人
の
像
を
収
め
た
入
れ
物
の
こ

と
で
、
扉
を
開
け
て
礼
拝
に
使
わ
れ
ま

し
た
。

南
蛮
漆
器
は
、
南
蛮
人
の
求
め
る
道

具
を
日
本
の
漆
や
螺
銅
な
ど
の
伝
統
技

術
で
作
ら
れ
た
美
術
品
で
京
都
周
辺
で

製
作
さ
れ
、
長
崎
港
か
ら
ヨ
ー
ロ

ッパ

各
地
に
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。

画
面
い

っ
ぱ
い
に
、
漆
絵
技
法
で
描

か
れ
た
枝
垂
桜
。
花
び
ら
の
幾
つ
か
は
、

き
ら
き
ら
と
光
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

貝
を
薄
く
研
ぎ
だ
し
て
、

花
び
ら
の
形

に
切
り
は
め
込
ん
だ
螺
銅
細
工
で
す
。

扉
を
開
け
る
と
、

キ
リ
ス
ト
像
を
抱

い
た
聖
人
が
現
わ
れ
ま
す
。
板
に
油
彩

で
描
か
れ
た
こ
の
聖
人
は
聖
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
。
扉
の
裏
側
に
は
萩
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
聖
人
の
絵
は
、
連
続
す
る
幾

伺
学
紋
で
縁
取
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
南
蛮
文
化
の
影
響
で
す
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
人
は
、
ア
フ
リ
カ
や
イ
ン
ド
、
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
同
じ
様
に
各
地
の

技
法
で
装
飾
さ
れ
た
器
物
を
求
め
ま
し

た
。
日
本
の
南
蛮
漆
器
の
デ
ザ
イ
ン
に

も
、
実
は
外
国
の
デ
ザ
イ
ン
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

聖
骨
組
は
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
止
さ
れ
る

1
6
1
0年
代
で
製
作
が
打
ち
切
ら
れ

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
世
界
で
却
点

近
く
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、
キ
リ

シ
タ
ン
時
代
を
知
る
貴
重
な
遺
物
で

す
。

※
こ
の
資
料
は
5
月
H
日
ま
で
市
立
史
料
館

で
展
示
し
ま
す
。

ll) 



日
本
初
の
都
市
公
園

公
園
建
設
に
深
く
関
与
し
た
大
村
藩
人

白山公園 (新潟県新潟市)

日
本
に
お
け
る
都
市
公
園
の
塵
史
は
、
明
治

6
年

(
1
8
7
3
年
)
に
制
定
さ
れ
た
「
太
政

官
布
告
第
筒
号
」
に
よ
り
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

は
明
治
政
府
が
幕
藩
体
制
か
ら
の
脱
皮
と
、
近

代
的
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
で
し
た
。

そ
し
て
全
国
に
存
在
す
る
旧
藩
主
が
所
有
し
て

い
た
城
跡
や
広
大
な
庭
園
も
市
民
が
自
由
に
利

用
で
き
る
公
園
と
し
て
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

楠
本
正
隆
は
明
治
5
年

(
1
8
7
2
年
)
明

治
政
府
の
強
い
要
請
に
よ
り
新
潟
県
令
に
就
任

し
ま
す
。
安
平
も
ま
た
彼
に
従
っ
て
当
地
に
お

も
む
い
て
お
り
ま
す
。
正
隆
は
当
時
三
県
令
の

一
人
と
言
わ
れ
る
程
、
新
潟
で
多
大
な
功
績
を

残
し
、
現
地
の
人
々
に
よ
り
そ
の
錦
像
も
建
て

ら
れ
顕
彰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特
に
新
潟
は
早

く
か
ら
開
港
し
諸
外
国
人
が
多
く
来
航
す
る
こ

と
も
あ
り
、
明
治
5
年
「
市
街
修
正
法
」
を
発

布
し
て
町
の
美
化
に
つ
と
め
ま
し
た
。
こ
の
時

市
内
の
白
山
神
社
の
境
内
に
あ
っ
た
倉
庫
を
取

り
壊
し
、
池
を
堀
り
、
山
を
築
き
人
々
が
自
由

に
楽
し
め
る
公
園
を
造
り
ま
し
た
。
こ
こ
を
訪

れ
た
旧
吉
田
鍋
藩
主
秋
月
種
樹
は
こ
の
公
園
を

「
オ
ラ
ン
ダ
式
」
と
評
し
て
お
り
、
当
時
で
は
西

欧
風
の
近
代
的
公
園
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
建
設
に
は
安
平
が
携
わ
っ
た
と
、
現
地

で
は
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
期
の
多
く
の
公
園

は
遊
観
所
(
人
々
が
多
く
集
ま
る
神
社
境
内
、

日本初の都市公園

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
育
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念

物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
小
路
、
馬
場
等
)
城
跡
、
大
名
庭
園
な
ど
を

一
部
改
修
し
て
公
園
と
し
て
定
め
ま
し
た
が
、

正
隆
は
太
政
官
布
告
の

1
年
前
に
新
た
に
公
園

建
設
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
日
本
初

の
都
市
公
菌
(
白
山
公
園
)
は
正
隆
の
提
案
に

よ
り
完
成
し
た
こ
と
に
な
り
、
近
代
公
園
の
先

駆
者
の
一
人
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
与
専
斎
は
明
治
4
年

(
1
8
7
1
年
)
上

京
し
欧
米
視
察
後
、
東
京
医
学
校
校
長
、
明
治

叩
年

(
1
8
8
6
年
)
初
代
衛
生
局
長
を
務
め

る
な
ど
我
国
に
お
け
る
医
学
、
衛
生
界
の
第
一

人
者
で
し
た
。
そ
し
て
当
時
衛
生
界
で
論
じ
ら

れ
た
資
料
に
よ
る
と
、
日
本
人
の
休
日
の
過
ご

し
方
に
つ
い
て
「
東
京
ノ
芝
居
ノ
如
キ
ハ
朝
ヨ

リ
夜
ニ
入
ル
迄
、
尿
臭
、
酒
臭
ノ
間
ニ
沈
論
シ

頭
痛
ヲ
土
産
ニ
帰
宅
ス
ル
ノ
仕
合
ナ
リ
、
其
他

寄
席
等
亦
同
様
ナ
リ
」
と
、
日
本
人
の
不
健
康

な
休
日
の
過
ご
し
方
を
戒
め
て
い
ま
す
。

正隆楠本

明
治
情
年

(
1
8
8
5
年
)
内
務
省
に
東
京

市
区
改
正
審
査
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
公
園
建
設
の
論
議
が
な
さ
れ
、
そ
の
委
員
は

各
分
野
の
専
門
家
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
専
斎

は
衛
生
の
立
場
か
ら
国
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、

公
園
の
必
要
性
を
強
く
主
張
し
ま
し
た
。
衛
生

界
の
第
一
人
者
で
あ
る
専
斎
の
発
言
力
は
大
き

く
そ
の
後
の
公
園
行
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
ま
た
自
ら
も
そ
の
考
え
方
を
実
践
す

べ
く
、
明
治
均
年
熱
海
の
地
に
、
専
斎
の
提
唱

に
よ
り
広
大
な
梅
園
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
今

も
圏
内
に
残
る
銘
板
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
正
隆
と
専
斎
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
公
園
の
必
要
性
を
唱
え
、
ま
た
実
践
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
正
隆
が
登
用
し
た
安
平
の

斬
新
な
感
覚
と
、
卓
越
し
た
技
能
と
あ
い
ま
っ

て
、
明
治
、
大
正
期
に
お
け
る
日
本
の
近
代
公

園
の
歴
史
は
、
こ
の

3
人
の
大
村
藩
人
の
手
に

よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

長岡安平顕彰事業実行委員会

委員為永 一夫
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-
大
村
市
の
水
道

②

品、

創
設
と
拡
張
事
業

水
道
が
で
き
る
以
前
は
、
飲
料
水
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
生
活
用
水
に

消
毒
さ
れ
て
い
な
い
井
戸
水
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し、

伝
染
病

の
流
行
な
ど
衛
生
面
で
の
問
題
が
あ

っ
た
た
め
、
明
治
初
年
に
日
本
で
初
め

て
近
代
的
な
水
道
が
神
奈
川
県
に
つ
く
ら
れ
、
そ
の
後
、
各
都
道
府
県
へ
と
普

及
し
て
い
き
ま
し
た
。

大
村
市
の
水
道
は
、
昭
和
3
年
に
県
内
で
5
番
目
の
水
道
と
し
て
産
声
を
あ
げ
、

こ
れ
ま
で
に

8
回
の
拡
張
事
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

拡
張
事
業
と
い
う
の
は
、

「安
全
で
お

い
し
い
水
」
を

一
人
で
も
多
く
の
市

民
に
供
給
す
る
た
め
に
、
よ
り
充
実
し
た
施
設
に
拡
張
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

現
在
、
第

9
回
拡
張
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

(第9回拡張事業 )
大村市は 、皆さんもよくご存 いのと 寄り県内でも人口の増加が著しく 、近い将来は

10万人の人口が見込まれています。そめ人口に対する水の供給は、今のところ大丈夫

ですが、急激に人口が増加した場合、 “/'¥ンク"することにもなりかねません。

そこで市としては、そのような事態をまねかないように前もって飲料水の確保をし

ておこうと考えています。実際にその準備に取りかかっているのですが、これが「第

9回拡張事業」の主な内容です。

第 9回拡張事業は、昭和61年から始められ、実に16年の年月をかけて平成14年 3月

に工事が終わる予定であり 、この事業に要する費用は約135億円にのぼります。

第 9回拡張事業の主な内容は次のとお りです。

①萱瀬ダムの嵩上げ

②上部・南部地区簡易水道の統合

③坂口浄水場の施設増設

日 t 詰 去 三 I tlimF-

水道事業には大きく分けると給水人口が 5千人以
上の水道と 5干人未満の簡易水道があります。

簡易水道は、施設の規模が小さく災害や気象な
どによ って水の供給に大きな影響を受けることが
あり ます。そこで、安全でおいしい水を“安定的"
に市民に供給するために上部・南部地区の簡易水
道の統合をするための工事を行っています。

( 仁コ 嵩上げ部分

ーー占』ー」乙一言三F

一一『 山嵩上げ
マ
- 、

-D~Ji6哩~書置姐・
かさあげ

f嵩上げJとは?

すでにあるダムの上にコ
ンクリートを使ってダム
を高くすることです。

~創設時の給水区域

仁ゴ現在の給水区域

仁 ゴ 上部地区簡易水道

仁 ゴ 南部地区簡易水道

ダムの嵩上げ‘工事には膨大な費用と年月がか
かりますが、この工事はダム周辺の整備を含め
て平成13年3月に完成する予定です。

葺瀬夕、ムの大きさ

これまでの拡張事業の経緯

嵩上げ後-・・E莞a・・E冒・・・嵩上げ前

工期 主な内容 当時の工事費

創設 昭和 3年 13万円

第 1回 昭和20年 旧軍引継ぎ

給水区域拡張
第 2回 昭和2包2年 松原区域給水 40万円

第 3回 昭和2お5~27年 池田貯水池築造 3，580万円

第 4回 昭和34~37年 萱瀬タダ、ム建設 9，795万円

第 5回 昭手和日4日

第 6回 昭和48~昨 醤i点z愚完道嘉星赤佐古 8億七600万円

第 7回 昭和53~59年 f説話ぶ152 17億3，850万円

第 8回 昭和59~63年 池田・葛城貯水池拡張 9億4，000万円

第 9 回昭和61~平成14年 左記 135億円

( ・闘理If1JI!烹郡軍司事事.

萱瀬夕、ムなどの貯水池か

ら送られてくる水を飲み
水にかえる能力を今まで
の3t音にしました。

仁 コ 増設部分
4壬~ε歪5ò{i宝wó\:歪~ . . .~

\\~/ 

新幹線約10両分

ダムの高さ

ダムの長さ

ε冨:b在笠:ba宣言o...8壬あ

て-Jτフ

山田

長崎県庁ビルの約 2倍

新幹線約 7両分

総貯水容量畠

3，030，OOOm' 
福岡ドーム約1.7個分
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*お知らせ
平成12年4月1日から名称が「大村市水道部」から
「大村市水道局」に変更になりました。

問い合わせ

大村市水道局 853・1111 
-17-
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( 

申込方法 往復はがきに、住所・氏名・年齢・性別・電話番号

中央公民館・中地区公民館

講座のご案内

希望する講座名学校-学年(1講座に 1枚)を書いて

申し込んでください。

申し込み多数の場合は抽選になリます。

※結果は開請の 1週間前までにはがきで連絡します。

申込期限 中央公民館/5月29日(月)必着・中地区公民館/5月9日(火)必着
申し込み・問い合わせは各公民館へ 受講料 無料(ただし講座によっては、教材費・運営費が必要です。)

中央公民館 Tel.54-3161 〒856-0836 幸町25-33(コミセンシーハットおおむら内申込期限 5即日(月)崎 |

-・・・・IW_ 苗・・・・・・
福祉や健康、時事問題などを学習し、 6月15日-3月8日

高齢者大学 高齢者の生きがいや仲間づくりを学び 毎月第4木曜日全10回
ます。 午後1時30分-3時30分

月に一度、夜のひとときをクラシック 6月28日-3月28日

クラシックコンサー卜 毎月第4水曜日 全10回
音楽でお楽しみ下さい。 午後7時-9時

様々な分野の専門講師の話を聞き、い
6月19日-3月19日

市民雄学包ミナー 毎月第3月曜日 全10回
きいきとした人生を学びます。 午後7時30分-9時

身近な国際協力 様々な国の社会や風土、暮らしを知リ、 6月18日-3月11日

世界固めぐり 身近な国際理解の輪を広げます。
毎月第2日曜日 全10回
午前10時~正午

楽しい科学の世界 楽しい科学実験や自然観察を通して、感
6月24日-3月24日

予ども科学実験教室 動する心や豊かな人間性を養います。
毎月第4土曜日全10回
午前9時30分-11時30分

高校生ボランティア 様々なボランテイアについて考え体験 6月24日-3月24日
毎月第4土曜日全10回

学習包ミナー し、自分の役割を学びます。 午後1時30分-3時30分

中地区公民館 Tel.53-1376 〒856-0814 松並1丁目246-5

-・・・・E主司・E彊・Eヨ・・・・・・
チャレンジキャンプ

inおおむら

チャ レン ジ塾

健康ウ方ーキンク、

予どもにまみれて

ボランティア

あ そび の達 人

入門セミナー

我が家で楽しむ

ガーデニンク、

転入奥さま講 座

男のうでまくり

はじめての

俳 句入 門講 座

高齢者のための

フレッシュ大学

自分で歩き、自分で考えた食事を作リ、

自然に抱かれて眠る。自分の可能性に

挑戦してみませんか。

チャレンジキャンプ体験者を対象によ

リ日常的・自主的に「自分で考え・作

り・食べ・行動するj体験の場を提供

し、 「自分で生きる力Jを養います。

県内・県外の山を月一回ウォーキング

します。美昧しい空気を服って森林浴

を楽しみます。

絵本の読み聞かせから、人形劇の製

作・上演を楽しみながら、子どもたち

の豊かな成長を願います。

野外活動(キャンプファイヤー&クラ

フ卜)の実践、ダンス・ゲーム・ソン

グの指導等レクリ工ーシヨン指導の皇

礎を楽しく学習します。

庭造りから植物の育て方までを学習

し、我が家の庭造りの参考にします。

最近大村に転入された奥さまを対象に、

大村の概況、方言、施設、史跡、郷土料

理などを学習し、伸聞の輸を広げます。

男子厨房に入るべし

家庭料理の塁本から酒の肴などパラン

スのよい食生活を楽しく学習します。

自然や身のまわりの出来事を俳句で表

現しませんか。

日々の新しい感動を実感。

心豊かに、いきいき生きるために、高

齢期の健康づくり・生きがいづくりに

ついて楽しく学習します。

8月10日(木)-14日(月)
4泊5日
事前研修 5月から4回

5月-8月
第4土曜日に計画
第4日曜日に実施
※宿泊も可能

5月-12月
月1回日曜日 8回
午前9時~午後5時
※5月に事前研修

5月15日-6月26日
毎週月曜日 ア回
午後1時-3時

6月5日-6月19日
毎週月曜日 3回
午後7時-9時

5月16日-6月13日
毎週火曜日 5回
午後7時-9時

5月17日-7月19日
毎週水曜日 10回
午前10時-12時
※屋外研修は午後3時まで

5月18日-7月20日
毎週木曜日 10回
午後7時-9時

5月19日-8月25日
毎週金曜日 15回
午後1時-3時

5月19日-7月21日
毎週金曜日 10回
午後1時30分-3時30分

-.jiE~田町請書置圃置羽詰置:tf，:Ut現-

60歳以上の
各専門講師

高齢者 120人

成人 30人 専門講師

成人 30人 各専門講師

アジア・中南米
成人 30人

等の留学生

小学4年生~
中学1年生 30人 専門講師

高校生 15人 専門講師

|申込期限 5月9日(火)必着 |

-E亙E~司書置・E主和軍~現・・

小学4年生以上 宮路清正

高校3年生まで 大村レクリ工一

15人 シヨン協会

チャレンジ 宮路清正

キャンプ体験者 大村レクリエ-

8人以内 ション協会

成人または家族 池野和義

150人 琴岡正徳

成人 10人
おはなしの会

人形劇サークル

成人 30人 各専門講師

成人 30人 専門講師

婦人 25人 各専門講師

山口鏡子

成人男子 25人 石森光恵

田川みのぶ

成人 20人
大村市文芸協会

俳句講師部会

60歳以上の男女 峰ひとみ

40人 各専門講師
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介護保険料(第1号被保険者)のお知らせ
介護保険制度は、高齢者の介護を社会保険の仕組みにより麦えるものであり、高齢者も被保険者として

介護保険料を負担することとなります。

第 1号被保険者 (65歳以上)の保険料については、制度についての理解を深めながら段階的に負担できるよう、半年間納めなくて

よいこととなり、その後1年聞は半額に軽減されます。

保険料の納付がなければ、介護保険事業は運営していけません。保険料はそれぞれ被保険者ごとに必ず

納期内に納めていただくようにお願いします。

※保険料額等の通知は、特別徴収が9月申旬・普通徴収が10月上旬を予定しています。

{ 大普通徴収(納付書)で納める方は ) ゃ |老齢退職年金作額18万円未満の方は普通徴収 l
G介護保険料の年額を8期の納期に分けて納めていただくことになります。

※ただし、平成12年度については、 4月から9月までの半年間の保険料は徴収しませんので、 1期から3期まで

納める必要がありません。

納 期
期 2 期 3 期 4 異目 5 期 6 期 7 期 8 期

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月普通徴~X 
納期限 7月31日 8月31日 10月2日 10月31日 11月30日 12月28日 1月31日 2月28日

徴収 (半年分)

G ゃ |老齢退職年金が特別万円以上の方は特別徴収 |

{ 大特別徴収(年金天引き)の方は

徴収(残り半年 保険料 軽減)

。介護保険証をお持ちの方に異動がありました

ら、必ず介護保険の窓口に届け出てください。

Oこんなとき 0持参するもの 10いつまでに
要介護(支援)者が他市町村か 受給資格証閉

G年6回 (4月 6月 8月 10月 12月 2月)の年金天引きと

なります。

ら引っ越してきたとき

市町村内て弓|つ越しをしたとき

書・印鑑 14日以内

保険証・印鑑 14日以内

※ただし、平成12年度については、 4月から9月までの半年

閣の保険料は徴収しませんので、 4月 .6月 .8月の天引

きはなく、 10月からの年金天引きとなります。

氏名等が変わったとき

保険証を破損したとき

保険証をなくしたとき

保険証・印鑑

保険証・印鑑

医療保険の保険証I 印鑑

14日 以 内

速やかに

速やかに

特別徴収
(年金天引き)

それでは保険料がいくらに
なるのかチェックしてみま
しょう 時時時吟吟吟

あなたの年聞の合計所得金額
は250万円以上ですか

I Id-川 1(，¥(，¥XI 
+ 

zあなたの保険料は第1陪階ですI~ あなたの保険料は第 2段階です |

他市町村に引っ越すとき 保険証・印鑑 14日比A内

被保険者が死亡したとき 保険証・印鑑 14日以内

飽設に入るとき
施設を移ったとき 保険証 ・印鑑 14日以内
施設から出るとき

所得段階別年間の介護保険料
(65歳以上 1人当たり)

第1段階
生活保護受給者、老齢福
祉年金受給者 (住民税世帯持説)

第2段階 住民税世帯非課税者
二27900円

第3段階 住民税本人非課税者 基準額 (年間保験料)CT9300円
=37200円

第4段階 [住民税本人課税者
(合計所得金額 250万円未満)

基準凋額戸F×n1.n2m5 1 1 63  O円

5~lt~~ I 住民税本人課税者
第 段階 (含計所得金額 250万円以上)

1:ー…山中13950円
=55800円 n I 

老齢福祉年金受給者二国民年金制度が実施されたときに一定の年金以上 (大正5年
4月1日以前生)で、保険料を納める期闘が短いため、拠出制の年金が受けられな
い人で、所得制限等の要件を満たしている人

(問い合わせ先)市高齢福祉課 nQ  957-53-4 1 1 1 内線 137、139
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E量 密 宜野斑1国!J54~泊わらo
EZ昼五五・
① 「さわやか健康教室J

~スリムになったあたながステキ~

対象 40歳"'65歳未満で検診の結果、太りぎみ又は
太りすぎ、高コレステロールといわれた方。
(初めて受講される方、病院で治療を受けて
ない方を優先します)

② 「骨コツ教室j

~骨粗懸症検診を受診して、

結果が気になる方はぜひご参加を~
対象 40歳"'65歳未満で骨粗懸症検診結果が気になる方。

(初めて受講される方、病院で治療を受けてない
方を優先します)

aFT 司司h

※日程が一部変更する場合があります。

E 買聖書毒虫書事E 胃 R 絵本の読み聞力、せやおもちゃを作ったり、ボールプール・サーキット
E!-'i"~IC"~mt仰;t
てニニニニニニニニニニヱア などみんなで楽しく遊びます。

対象就学前の乳幼児とその親 参加費無料

①ふれあい親予遊び

5月2日(火)

9日(火) I すこやかセンター
16日(火) I 1 0 : 30-----11 : 30 
23日(火)

※9日は0"'2歳児、 16日は3歳児以上だけが
対象です。

②親予ふれあい、あそびのひろば

5月10日(水)I三浦出張所

12日(金)I松原出張所

17日(水)I鈴田出張所 1 0 : 00-----
19日(金)I西大村コミセン 11 : 30 
24日(水)I 竹松出張所

26日(金)I福重出張所
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ツベルクリン反応検査と
BCG予防接種のお知らせ 問い合わせ健康増進課(内線141) 

対象者 笠後3か月から48か月未満児で、今まで
lこBCG接種を受けたことがない乳幼児

料金無料

受けることができない場合

.熱がある時
-急性疾患に力、力、っている時
-重延性の皮膚疾患に力、力、っている時

.副腎皮質ホルモンを使用している人

-ツベルクリン反応検査において、ツベルクリン
反応が水ほう、壊死などの非常に強い反応を示
したことがある人。

-生ワクチン(麻しんなど)接種後4週間、不活
性化ワクチン(三種混合など)接種後 1週間を

経過していない時。

その他注意事項

※母予健康手帳をお持ちください。

実施場所 ツベルクリン反応吋 [:Ie] 

西大村コミセン

三浦出張所 5月30日(火) [ 6月1日(木)

鈴田出張所

すこやかセンタ- 5月31日(水)I 6月2日(金)
曹瀬出張所

竹松出張所 6月6日(火)I 6月8日(木)

福重出張所

中地区公民館 6月ア巳(水)I 6月9日(金)

松原出張所

※受付はいずれも午後2時~午後2時50分です。

※1年以内にけいれん(ひきつけ)を起こしたことのある人は、意見書なと、の主治医の許可が必要です。

※駐車場が限られていますので、会場へはできるだけ自家用車を使用しないで、おこしください。

5月318は世界禁煙デー
.禁煙伸聞を探す

職場の同僚や友人など、一緒に禁煙する仲間

を見つけよう。禁煙がつらいときは、仲間と励
まし合って乗り越えよう。

.喫煙の誘惑の多い場所に

近づかない
ライターや灰皿などの喫煙グ

ツズは処分しよう。また、飲み

会の席やパチンコ庖など、つい
たばこを吸ってしまいそうな場
所には近づかないようにしよう 0

・人間関係のストレスを
避けよう
禁煙中は、夫婦げんかや職場の上司・同僚

との対立といった人間関係のストレスがある
と、逃避したい気持ちからたばこに手を出し
てしまいやすい。特に禁煙後1週間は、そう
した人間関係のストレスを極力避けるよう11:，¥

がけよう。

禁煙にくじけてしまったあなたは

.禁煙宣言をする
家族や職場の人たちに「禁煙するJと宣言し、

禁煙に協力してもらおう。

.禁煙している自分をほめる
たばこを吸わない自分をほめてあげよう。

また、禁煙の目標を達成できたら、自分に
ごほうびをあげるのもいいだろう。.r今日一日J、軽い気持ちで禁煙を

「一生禁煙するJなどと自分にプレッシャーをかけない
こと。 r今日一日は吸わないJと軽い気持ちで取り組もう。

禁煙が続、い去どあなたは

女失敗を糧に、再度チャレンジしよう! 〆脅禁煙2か月で 手足の末端まで血流がよくなる。 ~

/円~ たばこの煙には、喫煙者自身が吸い込む

l~7u J 主流煙と火のついた先から出る副流煙があ
又叩ノ ります。周囲の人たちは受動喫煙によって、
有害な副流煙を吸わされてしまうわけですが、実は、
主流煙より副流煙のほうが有害な物質を多く含んで

いるのです。禁煙は自分の健康だけでなく、周囲の
人の健康にも配慮する行為なのです。
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肺の浄化機能も正常に戻る。

臓病による突然死の危険が、
いたときの半分に。

*禁煙5年で 0 0 0肺がんにかかる率が喫煙者の半分に。

女禁煙5年以上で000/1:，¥臓病による突然死の危険性が非喫

煙者とほぼ同じに。 ノ



市役所

怨 53・4111(代表〉

難
病
患
者
・
重
度
。
身

障
害
者
介
護
の
見
舞
金

福
祉
課
(
内
線
1
5
6
)

-
難
病
患
者
見
舞
金
・・・
1
万
円

対

象

①

4
月
1
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
人
(
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
)
②
「
長
崎
県
特
定
疾
患
・
小

児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実
施

要
綱
」
の
対
象
と
し
て
指
定
さ
れ
た
疾

患
に
か
か
り
、
現
在
医
療
機
関
で
治
療

を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
保
護
者

必
要
な
も
の
①
特
定
疾
患
医
療
受
給

者
証
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療

受
診
券

②
印
か
ん

③
預
金
通
帳

申
請
期
間

5
月
1
日
叩

i
況
日
制

・
重
度
心
身
障
害
者
介
護
見
舞
金

申
請
期
間
が
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
見
舞

金
と
同
じ
く
日
月
申
請
と
な
り
ま
し
た
。

看
護
の
心
を
み
ん
な
の
心
に

「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

市
立
病
院
看
護
部
(
包
⑫

2
1
6
1
)

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
を
記
念
し

て
、
5
月
ロ
日
に
看
護
の
日
が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
市
立
病
院
で
は
、
こ
の
日

に
ち
な
ん
で
次
の
催
し
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

日
時

5
月
日
日
岡
、
午
前
9
時
鈎
分

j
午
後
4
時

場

所

市

立

病

院

内
容
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
・
介
護
教

室
・
医
療
、
介
護
の
相
談
な
ど

・
「
ふ
れ
あ
い
介
護
体
験
」

参
茄
者
募
集
l

日
時

5
月
日
日
嗣
、
午
後
1
時
1
4

時
加
分
内
容
身
体
の
向
き
を
変
え

る
・
身
体
を
拭
く

・
洗
髪
・
オ
ム
ツ
交

換

な

ど

対

象

一

般

定

員

日

人

申
込
方
法
市
立
病
院
看
護
部
ま
で
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い。

申
込
期
限

5
月
8
日
開

看
護
の
日
特
別
講
演
会

み
ん
な
の
健
康
教
室

国
立
長
崎
中
央
病
院

(包
⑫
3
1
2
1
)

日
時

5
月
9
日

ω、
午
後
2
時
1
3

時
初
分
場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

内

容

講

演
①

(
加
分
)
演
題
「
ピ
ロ

リ
菌
と
胃
潰
蕩
そ
し
て
消
化
器
ガ
ン
」

講
師
内
科
医
師
講
演
②

(
必
分
)

演
題
「
家
庭
で
で
き
る
救
急
医
療
」

講
師
救
急
セ
ン
タ
ー
医
師
・
救
急
救

命
士手

を
つ
な
ご
う

た
ば
こ
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

5
月
引
日
は

世
界
禁
煙
デ
1

5
月
汎

日
は
世
界
禁
煙
デ
l
で
す
。

こ
の
日
を
禁
煙
日
と
し
、

5
月
白
日
1
6
月
6
日
の
禁
煙
週
間
を

契
機
に

「禁
煙
」
を
始
め
ま
し
ょ
う

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
補
給
は
十
分
で
す
か

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
0
)

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化

の
た
め
栄
養
食
品
を
援
助
し
ま
す
。

対
象
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
所
得
税
非

課
税
世
帯

受
給
期
間
お
母
さ
ん
・
:

妊
娠
5
か
月
か
ら
産
後
3
か
月
赤
ち

ゃ
ん・・
・生
後
4
か
月
か
ら
生
後
ロ
か
月

で
特
に
栄
養
強
化
を
必
要
と
す
る
も
の

申
請
に
必
要
な
も
の
母
子
健
康
手
帳

支
給
さ
れ
る
食
品

お
母
さ
ん
・
:
マ
マ
ミ
ル
ク
(
月
/
2
1

3
缶
・
若
干
個
人
負
担
有
)
・
牛
乳

(
1
日
1
本
・
無
料
)

赤
ち
ゃ
ん
・
:
粉
ミ
ル
ク
(
月
/

1
缶
・

若
干
個
人
負
担
有
)

・
牛
乳

(
1
日
1

本

・
無
料
)

第13回国民年金写真コンテスト
奨励賞「スマイルー」片山節子さんの作品

保
険
料
が
締
め
ら
れ
な
い

と
き
は
早
め
に
ご
棺
談
を

保
(険
内年
線金
1課

2 

4 

年
金
は
初
歳
か
ら

ω歳
に
な
る
ま
で

の

ω年
問
、
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
、
保
険

料
の
免
除
期
間
お
よ
び
カ
ラ
期
間
を
合

計
し
て
最
低
お
年
以
上
の
期
間
が
必
要

で
す
。
し
か
し
、
第
1
号
被
保
険
者
の

方
で
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な

方
に
は
、

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
納

め
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ

て
そ
の
ま
ま

未
納
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
年
金

係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免
除
に
は
次
の
2
つ
が
あ
り
ま
す
。

法
定
免
除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受

け
て
い
る
方

②

国
民
年
金
・
厚
生
年

金

・
共
済
年
金
の
障
害
年
金

(
1
級
・

2
級
)
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
な
ど

申
請
免
除
(
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
)

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
経
済
的
に
お
困
り
の
方

②
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の

理
由
の
あ
る
方

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
老
齢
基
礎
年

金
は
通
常
の

3
分
の
ー
に
な
り
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

ω年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
(
追
納
)
。
追
納
す
る
と
、

当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
つ
き
ま

す
が
、
将
来
の
年
金
額
が
通
常
に
一
戻
り

ま
す
。

学
生
の
場
合
は
平
成
昭
年
4
月
か
ら
制

度
が
か
わ
り
ま
し
た
(
学
生
納
付
特
例
)

本
人
の
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
、

保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
は
受
給
資
格
期

間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は

反
映
さ
れ
ま
せ
ん
(
カ
ラ
期
間
)
。

※
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、

日
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
(
追
納
)
。
追
納
す
る
と
、

当
時
の
保
険
料
額
に
加
算
額
が
つ
き
ま

す
が
、
将
来
の
年
金
額
が
通
常
に
戻
り

ま
す
。

-
国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
を
!

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
と
つ
い
う
っ
か

り
納
め
忘
れ
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
人
に
は
、
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の

金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳

お
よ
び
届
出
印
を
持
参
の
う
え
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

-22-

鯉のぼりは

電線にふれないよう

ご注意くださし ¥0

九州電力株式会社

大村営業所Te1.52-2171



平
成
吃
年
度

市
税
納
付
月
の
お
知
ら
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
5
)

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
市
税

は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
も
っ
と
も
重
要
な
財
源
で

す
。
平
成
ロ
年
度
は
、
次
表
第
l
期
の

納
付
月
の
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
。
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
H
年
度
以
前
の
市
税
を

ま
だ
納
め
て
い
な
い
人
は
早
急
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

( )内は納付期限

税目 1期 2期 3期 4期

固定資産税 5月 7月
都市計画税 (5月31日) (7月31日) (10月31日)I (12月28日)

市・県民税
6月 8月 11月 1月

(6月30日) (8月31日) (11月30日) (1月31日)

軽自動車税
5月

(5月31日)

国民健康 納付期限・ 7月 ~2月までの毎月末日。(計8期)

保険税 ※末日カ言、休日の場合、翌月始め。

市役所

合 53圃 4111(代表)

市税の納付月

納
税
通
知
書
(
軽
自
動
車
税
)

の
証
明
書
欄
は

車
検
の
納
税
証
明
と
し

て
利
用
で
き
ま
す

税
務
課
(
内
線
1
2
5
)

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
の
証
明
書

欄
は
、
車
検
用
の
納
税
証
明
書
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
領
収
印
の

な
い
も
の
や
、
標
識
番
号
を
*
で
消
し

て
あ
る
も
の
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、

6
月

中
旬
頃
に
振
替
済
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
こ
の
通
知
書
を
軽
自
動
車
の

車
検
用
納
税
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き

ま
す
。軽

自
動
車
の
減
免
手
続

き
を

税
務
課

内百
事長
i係

2 

2 
4 

次
の

1
、
2
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

れ
ば
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。

ー
、
障
害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
で
も
っ
ぱ
ら
そ
の
人
の
通
学
、
通
院
、

通
所
ま
た
は
生
業
の
た
め
に
、
本
人
お

よ
び
生
計
が
同
じ
家
族
、
ま
た
は
単
身

生
活
の
障
害
者
を
常
時
介
護
す
る
人
が

運
転
す
る
車
で
、
次
に
該
当
す
る
も
の

で
す
。
た
だ
し
、
普
通
車
も
含
め
1
台

に
限
り
ま
す
。

①
身
体
や
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
歩
く

こ
と
が
困
難
な
人
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
な
ど
②
四
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
ま

た
は
精
神
障
害
者
と
生
計
の
同
じ
人
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
③
単
身
生
活

の
障
害
者
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
で
、

常
時
介
護
す
る
人
が
運
転
す
る
軽
自
動

車
な
ど

2
、
そ
の
構
造
が
も
っ
ぱ
ら
障
害
者
用

の
軽
自
動
車

申
告
方
法
次
の
書
類
を
そ
ろ
え
、
税

務
課
市
民
税
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(
普
通
自
動
車
の
減
免
手
続
き
は
、
諌

早
県
税
事
務
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
)

①
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
②
身
体
障

害
者
手
帳
(
戦
傷
病
者
手
帳
)
療
育
手

帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

③
運
転
免
許
証
④
車
検
証
①
印
か
ん

※
期
限
を
す
ぎ
る
と
減
免
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
障
害
の
程
度
に
は
制
限
が

あ
り
ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限

5
月
辺
日
制

上
場
株
式
等
譲
渡
益
の

申
告
分
離
課
税
一
本
化

諌
早
税
務
署
(
岱
⑫

1
3
7
0
)

源
泉
分
離
を
廃
止
し
、
申
告
分
離
に
一

本
化平

成
お
年
3
月
白
日
を
も
っ
て
、
上

場
株
式
等
の
譲
渡
所
得
の
源
泉
分
離
選

択
課
税
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
申
告
分
離

課
税
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

申
告
分
離
課
税
方
式
で
は
、
株
式
等

の
譲
渡
が
あ
っ
た
年
の
翌
年
2
月
日
日

1
3月
日
日
の
聞
に
、
確
定
申
告
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

方
式
で
は
、
譲
渡
に
よ
る
利
益
(
譲
渡

代
金
か
ら
取
得
価
額
を
ひ
い
た
額
)
を

自
分
で
計
算
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

取
得
価
額
の
把
握
の
方
法

そ
の
計
算
は
、
株
式
等
を
い
く
ら
で

取
得
し
た
か
が
重
要
な
要
素
で
す
が
、

証
券
会
社
か
ら
送
ら
れ
る

「取
引
報
告

書
」
を
み
る
と
わ
か
り
ま
す
。「
取
引

報
告
書
」
が
な
け
れ
ば
、
取
引
の
証
券

会
社
に
問
い
合
わ
せ
、
「
顧
客
勘
定
元

帳
」
等
に
よ
り
取
得
価
額
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
諌
早
税
務
署
ま
で
。

固
定
資
産
税
の
路
線
価

格
を
公
開
し
ま
す

税
務
課
(
内
線

1
2
0
)

平
成
ロ
年
度
の
固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
の
評
価
額
の
算
定
基
礎
と
な
る
、

路
線
価
格
を
公
開
し
ま
す
。

公
開
日

5
月
8
日
開
j

(
土
・
日
祝

日
を
除
く
)
手
数
料
無
料

場
所
税
務
課

あ
な
た
に
も

便
利
な
「
口
座
振
替
」

を
お
す
す
め
し
ま
す

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
各
課
へ

日
頃
、
忙
し
い
人
や
つ
い
う
っ
か
り

市
税
等
を
納
め
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
な

方
の
た
め
に
、
簡
単
で
便
利
な

「口
座

振
替
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
口
座
振

替
に
よ
る
納
付
は
、
一
度
手
続
き
を
す

る
と
毎
年
継
続
さ
れ
、
子
聞
が
か
か
ら

ず
便
利
で
す
。

申
込
方
法
「
口
座
振
替
依
頼
書
・
自

動
払
込
利
用
申
込
書
」
に
記
入
し
、
預

貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
の
印
か
ん
・
納

付
書
を
持
参
し
て
、
金
融
機
関
ヘ
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
郵
送
で
の

受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
)

取
り
扱
う
税
等

O
税
務
課
(
内
線
1
2
5
)

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車

川
門
冗

ず
士
干
し。

保
険
年
金
課
(
内
線
I
l
o
-
-
1
3
)

国
民
健
康
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料

。
高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
7
)

介
護
保
険
料

。
建
築
課
(
内
線
4
4
1
)

住
宅
使
用
料

。
児
童
家
庭
課
(
内
線
1
5
3
)

保
育
料

。
水
道
局
業
務
課
(
包
⑮

1
1
1
1
)

上
下
水
道
使
用
料

。
下
水
道
業
務
課
(
内
線
4
1
1
)

下
水
道
受
益
者
負
担
金

。
農
村
整
備
課
(
内
線
2
5
6
)

農
業
集
落
排
水
使
用
料

申
込
書
提
出
先
取
扱
金
融
機
関

親
和
銀
行
・
十
八
銀
行
・
長
崎
県
央
農

業
協
同
組
合
・
西
九
州
信
用
金
庫
・
長

崎
銀
行
・
九
州
銀
行
・
た
ち
ば
な
信
用

金
庫
・
長
崎
県
労
働
金
庫
・
郵
便
局

納税は便利な
口座振替を利用しましょう !

固定資産税(1期)
軽自動車税(全期)

の納期です。

‘組伊
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市役所

ft53・4111(代表)

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

清
掃
課
(
宮
⑭

3
1
0
0
)

-
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定
結
果

清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス

中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定
を
実

施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
焼
却
炉
、

3
炉
か
ら
の
排
出

ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定

の
結
果
は
0

・S
ナ
ノ
グ
ラ
ム
j

0

・
司
ナ

ノ
グ
ラ
ム
同
同
心
¥
B
ω
Z
で
し
た
。

こ
の
数
値
は

「厚
生
省
環
境
整
備
課

か
ら
示
さ
れ
た
排
ガ
ス
中
の
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
濃
度
基
準
表
」
以
下
の
低
い
数

値
で
あ
り
、
良
好
な
運
転
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す

0

.
直
接
持
ち
込
み
ご
み
を
業
者
に
依
頼

さ
れ
る
場
合

一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
な
ど
を

業
者
に
依
頼
し
、
直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー

ヘ
持
ち
込
ま
れ
る
場
合
は
、
市
の
許
可

を
受
け
た
収
集
ま
た
は
運
搬
業
者
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
収

集
・
運
搬
許
可
業
者
は
清
掃
課
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

自
動
販
売
機
を
設
蓋
し
て
い
る
方
は

窟
け
出
が
必
要
で
す

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

市
で
は
、
空
き
缶
・
タ
バ
コ
の
ポ
イ

捨
て
や
ご
み
等
を
な
く
し
、
き
れ
い
な

ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に
環
境
美
化
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
空
き
缶
等
の
散
乱

防
止
を
図
る
た
め
、
自
動
販
売
機
を
設

置
し
て
い
る
業
者
お
よ
び
個
人
は
、
自

動
販
売
機
の
種
別
、
数
量
や
回
収
容
器

の
管
理
方
法
な
ど
を
記
入
し
た
「
自
動

販
売
機
設
置
届
出
書
」
を
提
出
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
設
置
届
書
を
提
出
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
早
急
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
(
設
置
届
け
出
が
あ
っ
た

自
動
販
売
機
は
、
届
出
済
シ
ー
ル
が
貼

付
さ
れ
て
い
ま
す
)

届 出 済 証

大付市環漫美佐条例第12会第 llYf<."J続安によ'0
第 0""号

乎電 " 月 白

τCL 

m. 

大 村 市

届出清証シール見本

露出寄

管E望者

思
道
引
の
ロ
一つ
拡
幅
に
伴
う

補
助
グ
ラ
ン
ド
の
工
事

に
つ
い
て

都
市
計
画
課
(
内
線
4
3
0
)

現
在
、
市
役
所
横
補
助
グ
ラ
ン
ド
の

工
事
が
行
わ
れ
、
市
民
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
工
事
は

平
成
日
年
ま
で
の
予
定
で
国
道
弘
号
に

伴
う
ボ
l
卜
場
か
ら
の
出
入
口
変
更
の

工
事
で
す
。
完
成
す
れ
ば
、

5
車
線
と

な
り
ま
す
。

平
成
川
年
完
成
予
想
図

大
村
消
防
署
が
移
転
し

ま
し
た

大
村
消
防
署
(
包
⑫

4
1
3
8

森
園
町
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

「
大
村
消
防
署
」
が
完
成
し
、

4
月
日
日

か
ら
新
庁
舎
で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

大

蔵2iilf当闘Eヨ キサ奄主

/ 裏

- ! • 運
転
免
許
試

4 験
場

• 市立病院

一住所:〒856-0815森園町34番地1
電話:52-4138 

「
野
岳
溜
農
村
交
流
舘
」

が
オ
ー
ブ
ン
!
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観
光
物
産
課
(
内
線
2
4
2
)

野
岳
湖
農
村
交
流
館
が
完
成
し
、

4

月
日
日
か
ら
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

開
館
時
間
午
前

9
時
j
午
後

5
時

(
時
間
外
は
事
前
の
申
請
に
よ
り
午
後

叩
時
ま
で
利
用
可
)

部
屋
の
使
用
和
室
・
休
憩
室
に
つ
い

て
は
一
般
開
放
。
多
目
的
室
・
調
理
室

に
つ
い
て
は
、
野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
管

理
事
務
所
に
て
使
用
許
可
申
請
が
必

要
。
(
時
間
外
は
、
全
室
と
も
使
用
許

可
が
必
要
)

料
金
部
屋
の
利
用
料
は
無
料
で
す

が
、
電
気
・
ガ
ス
代
は
実
費
徴
収



平
成
山
年
歌
会
始

お
題
は
「
草
」

秘
書
広
報
課
(
内
線
2
0
9
)

一
詠
進
期
限

9
月
初
日
(
当
日
消
印
有

効
)
郵
便
の
あ
て
先
「
干

1
0
0

1
8
1
1
1
宮
内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
詠
進
歌
の
進
歌
要
領
は
、
秘
書
広
報

課
に
あ
り
ま
す
。

聞
大
村
市
戦
没
者
追
悼
式

闇

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

日
時

5
月
お
日
樹
、
午
前
叩
時
加
分

か
ら
場
所
県
忠
霊
塔
(
三
城
町
)

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
は
福
祉
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

児
嚢
手
当
の
湾
串
講
は

5
月
中
に

市
民
課
(
内
線
1
0
1
)

市役所

ft53-4111 (代表)

平
成
日
年
度
中
に
お
い
て
、
所
得
制

限
限
度
額
を
超
え
申
請
が
却
下
さ
れ
て

い
た
人
や
、
現
況
届
の
審
査
で
受
給
資

格
が
消
滅
に
な
っ
て
い
た
人
は
、

5
月

中
に
再
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

6
月
1
日
現
在
で
の
状
況
を
確
認
し

ま
す
の
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人

は
新
た
に
認
定
で
き
ま
す
。

対
象
平
成
9
年
6
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
児
童
を
養
育
し
、
平
成
ロ
年
度

の
所
得
制
限
限
度
額
以
内
の
人

員
は
除
く
)

(
公
務

圃
電
話
加
入
穫
を
公
売

闇

税
務
課
(
内
線
1
2
6
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

5
月
幻
日

ω、
午
後
1
時
初
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法
一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
の
買
受
な
ど
)

は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な

お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
滞
納
税
が
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を

中
止
し
ま
す
。

業指大
者定翠
の給 山

指水
-a=-壮

に語
つ子
い玉三
てず

事

水
道
局
工
務
課
(
包
⑮

1
1
1
4
)

大
村
市
に
お
い
て
給
水
装
置
の
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
工
事
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
番
号
日
・
旭
管
工
社
(
長
崎
市

諏
訪
町
4
番
8
号
・
平
成
ロ
年
3
月
6

目
指
定
)

指
定
番
号
日
・
宮
崎
設
備
工
業
(
東

彼
杵
郡
川
棚
町
中
組
郷
1
0
6
2
番

地
・
平
成
ロ
年
3
月
日
目
指
定
)

指
定
番
号
町
・
ジ
ャ
パ
ン
ソ
ー
ラ
ー

住
設
株
式
会
社
(
西
彼
杵
郡
時
津
町
久

留
里
郷
1
0
1
3番
地
日
・
平
成
ロ
年

3
月
お
目
指
定
)

。
ご
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
使
用
の
給
水
装
置
工
事
に
つ
い
て
は
、

市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
で
な
け
れ
ば
施
工
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

も
し
、
そ
の
他
の
者
が
勝
手
に
給
水
装
置
を
設

置
し
た
り
改
造
し
た
場
合
、
給
水
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

歩
き
・
み
ふ
れ
る
歴
史
の
道

長
崎
街
道
ウ
ォ

i
ク

長
崎
中
央
大
会
(
第

5
ロ
八
王
霞

大
会
〉

文
化
課
(
内
線
3
6
9
)

こ
の
大
会
は
、
古
く
か
ら
の
道
を
歩

き
な
が
ら
周
辺
の
文
化
財
な
ど
に
親
し

む
目
的
で
全
国
で
年
1
回
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
今
年
は
長
崎
街
道
で

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、

3
つ
の
会
場

で
行
い
ま
す
。
古
道
を
歩
き
、
歴
史
に

親
し
む
機
会
と
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

期
日

6
月
日
日
間

.
大
村
・
東
彼
杵
会
場

受
付
午
前
9
時
必
分
ま
で

新
茶
コ

l
ス
(
日
附
)
・
:
松
原
小
学
校

j
東
彼
杵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

こ
と
の
う
み
コ
ー
ス

(5
M
)
:
・
松
原

小
学
校
l
千
綿
駅

-
諌
早
・
多
良
見
会
場

受
付
午
前
9
時
必
分
ま
で

花
し
よ
う
ぶ
コ

I
ス
(
民
同
)
:
・
諌
早

市
(
県
総
合
農
林
試
験
場
)
l
大
村
市

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド

オ
レ
ン
ジ
コ

I
ス

(
8
M
)
・
:
諌
早
市

(
県
総
合
農
林
試
験
場
)

j
多
良
見
町

役
場

-
長
崎
会
場

受

付

午

前
9
時
ま
で

目
見
街
道
コ

I
ス
(
日
附
)
:
・
長
崎
市

に
ち
ら
ん
広
場
l
矢
上

浦
上
街
道
コ

I
ス

(
5
附
)
:
・
長
崎
市

に
ち
ら
ん
広
場
j
長
崎
市
立
博
物
館

参
加
資
格
小
学
生
以
上
(
た
だ
し
小

学
生
は
保
護
者
等
同
伴
)

参
加
料

1
人
3
0
0
円
(
当
日
会
場

で
い
た
だ
き
ま
す
)
申
込
方
法
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
添
付
の
応
募
葉
書
で
応

募
す
る
か
、
官
製
は
が
き
に
希
望
の
コ

ー
ス
名
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
を
記
入
の
う
え
、
次
の
宛

先
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

干

8
5
0
8
5
7
0

長
崎
市
江
戸
町

2
l
n
長
崎
県
教
育

委
員
会
文
化
課
内
「
歩
き
・
み
・
ふ
れ

る
歴
史
の
道
」
実
行
委
員
会
事
務
局
係

申
込
期
限

5
月
2
日
間

※
詳
し
く
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
文
化

課
・
ゴ
ミ
セ
ン

・
図
書
館
・
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

第
氾
ロ
教
育
講
演
会

大
村
い
の
ち
を
考
え
る

会
発
会
記
念
講
演
会

家
庭
教
育
を
考
え
る
会

坂
元
(
宮
⑮
2
0
9
2
)

日
時

6
月
2
日
俗
、
午
後
7
時
1
9

時

場

所

さ

く

ら

ホ

!

ル

テ
l
マ

マ
ザ

l
テ
レ
サ
か
ら
の
伝
言

講
師

千
葉
茂
樹
氏
(
近
代
映
画
協
会
監
督
)

入
場
料
前
売
:
・
大
人
1
、
0
0
0
円

(
当
日
1
、
3
0
0
円
)
中
・
高
校
生

3 5 
o 0 
o 0 
円円

親
子
券
前
売
り
の
み
1

防
衛
庁
職
員
採
用
試
験

(
事
務
官

・
技
宮
)

自
衛
隊
長
崎
地
方
連
絡
部

大
村
募
集
事
務
所(包

⑫
6
2
1
7
)

O
I
種
試
験

大
学
卒
業
程
度

受
験
資
格

①
昭
和
位
年
4
月
2
日
l

昭
和
弘
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学

歴
を
問
わ
な
い
)
②
昭
和
弘
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒

業
し
た
人
お
よ
び
平
成
日
年
3
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
③
防
衛
庁
が
②

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

。
五
種
試
験

大
学
卒
業
程
度

受
験
資
格

①
昭
和
必
年
4
月
2
日
j

昭
和
弘
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学

歴
を
問
わ
な
い
)
②
昭
和
弘
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
、
短

期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業

し
た
人
お
よ
び
平
成
日
年
3
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
③
防
衛
庁
が
②
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

受
付
期
限

5
月
日
日
同

牡つ可LAるiをくりま、I 、

みんでカわせなあなL を、

j絶σ量向てけ艮〉
学校主各でめじ め間いじ

月月日5 8 6 
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市役所

ft53輔 4111(代表)

大
村
子
ど
も
劇
場
(
包
⑮

7
0
6
3

大
村
こ
ど
も
劇
場
映
画

「
ハ
ッ
ピ
ー
パ
!
ス
デ
i
」

命
か
が
や
く
瞬
間

日
時

5
月
M
日
側
、
午
前
日
時
1
1

時

ω分
会

場

市

民

会

館

入

場

料

会
員
・
:
会
費
よ
り
支
払
い
ま
す
。
会
員

外
の
方
は

4
歳
以
上
7
0
0
円
(
当
日

8
0
0
円
)

一
彩
の
霊

~
レ
ニ
ア
ム
陶
器
ま
つ
り

三
彩
の
里

(岱
⑮
8
8
3
3
)

日
時

5
月
3
日
初
j

7
日
目
、
午
前

9
時
j
午
後
5
時

場

所

三
彩
の
里

(
原
町
)
催
し
物
第
日
回
陶
芸
教
室

コ
ン
ク
ー
ル
・
窯
出
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

(
4
日
・

6
日
、
午
後
2
時
j
)

・
利
用

者
作
品
展
示
即
売
・
伝
統
工
芸
「
長
崎

三
彩
」
展
示
即
売
・
地
域
特
産
品
即

売
・
飲
食
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

さ
っ
き
震

大
村
盆
栽
愛
好
会

相
田
(
岱

@
2
2
6
7
)

盆
栽
愛
好
家
が
育
て
た
、
さ
っ
き
約

1
0
0
本
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

四
日
か
ら
ト
ラ
ベ
ル
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
で

即
売
も
行
わ
れ
い
ま
す
。

日
時

5
月
初
日
出
j

n
日
開
、
午
前

9
時
l
午
後
5
時

場
所
コ
ミ
セ
ン
ロ
ビ
ー

パ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
た
の
し
む

ス
ト
ー
リ
i

テ
リ
ン
グ
と

力
ナ
ダ
の
絵
本
震

森
の
声
風
の
さ
さ
や
き

市
立
図
書
館
(
岱
⑫

2
4
5
7
)

一
人
語
り
の
第

一
人
者
、
古
屋
和
子

さ
ん
と
カ
ナ
ダ
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
ラ
!

の
ナ
ン
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
さ
ん
を
お
迎
え

し
て
、
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
楽
し
い
お
は

な
し
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

カ
ナ
ダ
の
絵
本
展
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

0

.
カ
ナ
ダ
の
絵
本
展

期
間

5
月
9
日

ω
j紅
白
川開

会
場
市
立
図
書
館
ロ
ビ
ー

-
ス
ト
i
リ
i
テ
リ
ン
グ
の
公
演

日
時

5
月
辺
日
側
、

午
後
7
時
1
8

時
却
分
(
前
半
初
分
間
は
小
さ
い
子
供

向
き
の
話
・
後
半

ω分
間
は
大
き
い
子

向
き
の
話
)
会
場
市
立
図
書
館
ロ
ビ

ー
出
演
古
屋
和
子
氏
、
ナ
ン
・
グ

レ
ゴ
リ
l
氏
対
象
幼
稚
園
年
長
児

く
ら
い
か
ら
大
人
ま
で

※
ど
ち
ら
も
入
場
は
無
料
で
す
。
た
だ

し
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
の
公
演
に

は
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
図
書
館
、

コ
ミ
セ
ン
・
中
地
区
公
民
館
・
各
地
区

住
民
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

4
周
年
記
念
講
演
会

「
不
登
校
を
考
え
る
会
」

演
題
「
子
供
の
育
ち
を
み
つ
め
て
」

講
師

川
崎
千
皇
先
生

日
時

5
月
引
日
(
月
)
午
後
1
時

ω八万
1

場
所
コ
ミ
セ
ン

参
加
費

無

料

・
問
い
合
わ
せ

う
え
き
心
療
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

電
話
臼
|
6
0
0
0

図書館を

もっと身近に

喜らしのなかlこ

5月は図書館振興の月です。また、今年は [こども読書年」
でもあります。赤ちゃんからお年寄りまで市民の皆さんが、
誰でも無料で利用できる生涯学習施設として、図書館では
いろいろなジャンルの本を取りそろえて、お待ちしています。
どうぞお気軽にご利用くださ L、。

-図書館の本は市内の居住か通勤・通学の人なら、

どなたでも 1人10冊まで、 2週間借りられます。

・お探しの本がない時は、リク エストサービスをご

利用ください。

・パソ コン通信を使って 、当館の所蔵資料の検索が

できます。 (詳しくは職員におたずねください)

開館時間午前10時~午後 6時
(4月一6月までの金曜日は一般室と新聞・雑誌コ ーナーを7時まで
試験的に開けています)

「神の子どもたちはみな踊る」
村上春樹著

地震のあとで6人の身の上に何がおこっ
たか。割1¥路やタイの山の中を舞台に深 ! 
い心の閣を静かに照らし出す、著者初 ! 
の連作小説。 l .~ _

くじらの朝がえり (椎名誠著)/老残のたしなみ (佐藤愛子著)
/蔭の棲みか (玄月著)/項羽 (塚本青史著)/マンハッタン
の怪人 (フレデリック-フオーサイス著)/誰にでもできる恋
愛 (村上龍著)/いのちの蛍 (津田ふじ子著)/ものがたりの
余白 工ンデが最後に話したこと (田村都志夫編)/恵子の唇 (内
田春菊著) /華栄の丘 (宮城谷昌光著)/耳すます部屋 (折原
一著) /ライ麦畑の迷路を抜けて (ジョイス・メイナ ド著)
/塀¢タトの同窓会 (安部譲二著)/いかしたバンドのいる街で (ス
ティ ヴン・ キング著)

益"の，
F
Eも
た
ち
は

み
な
語
る

ィ
:
3
5

4
1
1
t
 

休館日 毎週月曜日 ・毎月25日(館内整理日)
祝日-年末年始・特別図書整理期間(春期10日間)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (宮 FAX⑫ 2457) 

ft(52)3066 
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国
税
専
門
官
募
集

(
大
学
卒
業
程
度
)

諌
早
税
務
署
総
務
課

(包
⑫
1
3
7
0
)

資
格

受
験
資
格
は
諌
早
税
務
署
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
郵
送
・:

5
月
日
日
同

(
当
日
消
印
有
効
)
、
持
参

.・・
5
月
1
日
何
j
5月
日
日
同

※
申
込
書
の
提
出
は
で
き
る
だ
け
郵
送

で
お
願
い
し
ま
す
。

一
次
試
験

6
月
U
日
出

試
験
会
場

福
岡
大
学
七
隈
校
舎

長
崎
県
ふ
る
さ
と
産
業
振
興
事
業
費

補
助
金
申
請
書
募
集

長
崎
県
物
産
流
通
振
興
室

(8
0
9
5

8
2
7
1
4
1
0
6
)
 

市役所

ft53・4111(代表)

県
内
で
産
出
さ
れ
る
原
材
料
や
伝
統

的
な
技
術
な
ど
を
生
か
し
て
、
長
崎
県

の
特
産
品
づ
く
り
を
目
指
す
方
々
を
対

象
に
、
新
商
品
・
新
技
術
開
発
な
ど
に

必
要
な
資
金
を
援
助
し
ま
す
。

対
象

協
同
組
合

・
中
小
企
業
者

・
農

林
漁
業
者
を
構
成
員
と
す
る
団
体
な
ど

補
助
対
象
事
業

新
商
品

・
新
技
術
開

発
事
業
・
需
要
開
拓
事
業

・
人
材
養
成

事
業

補
助
限
度
額

4
0
0
万
円

提
出
期
限

5
月
四
日

ω

-E圏直宮留置置圃E盟副画面画面画面

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

職
業
訓
練
生
募
集

ハロ

l
ワ
l
ク
大
村
(
岱
⑫

8
6

0
9
)
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

(岱
⑫

2
3
2
3
)

対
象

離
転
職
者
の
形
で
雇
用
保
険
受

給
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

訓
練
科
目

A
コ
l
ス
(
午
前
9
時
l
午
後
3
時
)

:
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科
・

金
属
加
工
科

・
電
気
設
備
科

・
ビ
ル
管

理
科

・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

・
ビ
ジ
ネ
ス

ワ
l
ク
科

B
コ
l
ス
(
午
後
1
時
i

6
時
お
分
)
:・
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
科

・
電
気
設
備
科

・
ビ
ル
管
理

科
・
住
宅
サ
ー
ビ
ス
科

・
ビ
ジ
ネ
ス
ワ

ー
ク
科

定
員

各
白
人

訓
練
期
間

7
月
3
日
刊
j
ロ
月
お
日

ω

募
集
締
切

6
月
日
日
肘

史
料
箆
講
座

「
初
級
・
古
文
書
を
読
む

会
」
受
講
生
募
集

市
立
史
料
館

(
〒

8
5
6
l
0
8
3
1

町
4
8
1
8
@
1
9
7
9
)

古
文
書
を
読
ん
で
み
た
い
が
難
し
く

て
・:
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
郷
土
大

村
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
人
、
歴
史
が

好
き
な
方
や
郷
土
大
村
の
歴
史
に
興
味

の
あ
る
方
々
な
ど
に
絶
好
に
機
会
、
初

心
者
に
は
最
適
の
講
座
で
す
。
古
文
書

を
読
み
な
が
ら
、
昔
の
人
々
の
心
情
に

ふ
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
難
し
い
古

文
書
を
わ
か
り
や
す
く
読
み
解
き
、
て

い
ね
い
に
教
え
ま
す
。

東
本

日
時

毎
週
第
1
・
3
水
曜
日
(
た
だ

し、

5
月
は
幻
日

・
泊
日
)
午
後
2
時

1
4
時

場

所

コ

ミ
セ
ン

講
師

佐
竹
茂
先
生
(
日
本
古
文
書
学
会
員
)

定
員

初
人
(
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

受
講
料

無
料
(
た
だ
し
、
史
料
代

・

研
修
費
な
ど
は
実
費
)

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所

・
氏
名

・
年

齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

5
月
9
日

ω必
着

大
野
原
ウ
ォ

l
キ
ン
、
ク
参

加
者
募
集

中
地
区
公
民
館
(
岱
⑮

1
3
7
6
)

新
緑
の
大
野
原
を
お
友
達
や
家
族
で

ウ
ォ

l
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
?

日
時

5
月
M
日
目

集
合
場
所
・
時

間

午
前
8
時
ぬ
分
ま
で
に
市
役
所
駐

車
場

コ
l
ス

野
岳
か
ら
い
こ
い
の

広
場
ま
で
(
約
日
キ
ロ
)
午
前
日
時
ス

タ
ー
ト
※
小
雨
決
行

対
象

健
康

な
人
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

定
員

2
5
0
人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
切
)

参
加
費

大
人
2
、
0
0
0

円

小

学
生
以
下
1
、
5
0
0
円
(
保

険
料
、
貸
切
パ
ス
代
含
む
。
当
日
徴
収

し
ま
す
の
で
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
)

携
行
晶

弁
当

・
水

筒

・
雨
具
な
ど

参
加
申
込

往
復
は

が
き
に
、
参
加
者
全
員
の
住
所

・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
一
T
8
5
6
1
0
8
1
4
松
並

1
丁
目
2
4
61
5
中
地
区
公
民
館

申
込
期
限

5
月
8
日
何
必
着

視聴覚ライブラリ .iII曜轟‘

親子映十ム .， ~月 13 日田 :5月13日田~2玄 屯函， ~ 10: 0い 1: 00 市コミセ ン 10 : 0い 1: 00 
14: 00-15 : 00 西大村コミセ ン

ーはむこ参るアニメ 20分 顕忍者たま乱太郎の

:瞳 しあわせの王子 (アニメ19分 がんばるしかないさ①(アニメ 10分)

.わた しおでつだいねこ(アニメ 19分):圃誕生日プレゼント (道徳20分)
.かぐまのちから石 (アニメ12分)

・白狐の湯 (アニメ12分)

中地区公民館
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市役所

ft53・4111(代表)

健
康
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル

会
員
募
集野

田
(
宮
⑮
4
7
7
7
)

例
会
日

毎
週
土
曜
日
、
午
後

1
時
加

分

1
3
時

場
所

中
地
区
公
民
館

参
加
費

月
2
、
0
0
0円

講
師

高
見
千
鶴
子
先
生

.
大
村
混
声
合
唱
団

・
団
員
募
集

-

田
中
(
宮
⑪
0
2
8
8
)

合
唱
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も

ど
う
ぞ
。

練
習
日

毎
週
火

・
金
曜
日
、
午
後

7

時
ぬ
分

i
9
時
加
分

場

所

コ
ミ
セ
ン

応募締切 5月20日(土)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者
多数¢場合は抽選。当選人の発表は
発送をもって代えさせていただきます 1 

選挙管理委員会事務局 (4月号の正解/2) • 

e怠fXOv削01

口の中に当てはまる番号を答えて〈ださ L、、。

今国会において公職選挙法の一部が改正さ
れましたが、そ れにより比例代表選出の衆
議院議員定数は20人削減されて180人とな
り、比例代表と小選挙区をあわせた全体の
定数が口人となりました。
これにより九州ブロックの比例代表選出議
員の定数も、これまでの23人から 2人減
の21人となっています。

①300人 ②480人 ③600人

-問い合わせ

-E陸宮島司・

4月から

市曽住宅ゃ簡易水道

.市立図書館

に関する受付窓口が変わりました。

市営住宅に関する受付窓口が市役所建築課から大村都市開発

株式会社に変更になりました。

市営住宅の入居申込や入居されてからの各種申請書の提出、

修繕等の依頼などの受付窓口が大村都市開発株式会社となり

ました。

・既に入居申込をされている方で、申込後住所等を変更され

た方は、大村都市開発株式会社までご連絡ください。

至諌早→国道34号←至佐世保

-面lu=i百i.iII・

大村都市開発株式会社
東三城町 6番地 l大村パスターミナルピル 3階

854-4151 (受付:9 : 00 -17 : 00土 ・日祝祭日除く)

住
宅
構
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

抽

選

日

6午 5 5 
月前月月
1 1019 10 
日時日日
休) ~ (針(水)

入

居

日

抽
選
場
所

一市
民
会
館

2
階
小
会
議
室

住宅名 戸数 間取り 構造 階

東諏訪 3 K 簡2

上小路第2 2 K 木造

旭 2 K 中耐4 3 

竹 松 3 K 簡2

竹 松 3 K 簡2

池 田 2 K 中耐4 3 

常 盤 301く 中耐3 3 

古賀島 3DK 中耐4 3 

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ

っ
て

異
な
り
ま
す

※
上
小
路
第
2
、
旭
、
池
田
は
単
身
入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(
単
身
は
閉
山
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ

ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

包
⑭
4
1
5
1

大
村
市
東
三
城
町
6
番
地

l

大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

3
階

安い 1日3，000円/人 締麗:築5年 一戸建罵 翰 2IE
便利:大村インターより 150m 多人数:寝具は 13磁 器暑備
自炊設備、エアコン、 電話あり。食事は実費にてOK Vc= 

http://www5a.biglobe.ne.jp/-rental-h/ ft52-7227 
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み
ん
な
で
歩
こ
う

2
0
0
0多
良
火
山

火
口
壁
ウ
オ
ー
ク

市役所

ft53・4111(代表)

観
光
物
産
課
(
内
線
2
4
2
)

日
時

5
月
紅
白
側
、
午
前
日
時

集
合
場
所

野
岳
湖
管
理
事
務
所
前
駐

車
場
※
雨
天
中
止

資
格

健
康
で

体
力
に
自
信
の
あ
る
人
(
四
歳
未
満
の

人
は
保
護
者
の
同
意
書
、
日
歳
未
満
の

人
は
保
護
者
の
同
伴
お
よ
び
同
意
書
が

必
要
で
す
)
※
お
電
話
い
た
だ
け
れ
ば

申
込
書
と
同
意
書
を
郵
送
し
ま
す
。

内
容

野
岳
湖
キ
ャ
ン
プ
場
を
べ

1
ス

に
郡
岳
を
横
断
し
ま
す
。
中
央
サ
イ
ト

↓
郡
岳
西
登
り
口
↓
頂
上
↓
坊
岩
↓
南

口
↓
自
然
休
養
林
↓
南
サ
イ
ト

参
加

料

5
0
0
円
(
保
険
料

・
参
加
賞
を

含
む
)

定
員

ω人

申
込
期
限

5
月
幻
日
附

※
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。

春
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
ダ
ブ
ル
ス
)

市
テ
ニ
ス
協
会

吉
田

(宮
⑮
4
3
5
6
)

期
日

男
女
A
・:
5
月
幻
日
間
、
男
女

B
:
・6
月
4
日
岡

場
所

市
営
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

資

格

市

内
在
住
者
お
よ

び
勤
務
者

参
加
料

1
人
1
、
2
5

0
円
(
協
会
員
外
1
、
5
0
0
円

・
高

校
生
以
下
l
、
0
0
0
円
)

申
込
期

限

5
月
6
日
目
ま
で
※
参
加
料
を
必

ず
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
吃
年
度

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

登
録
を
受
伺
て
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

受
付
期
限

6
月
初
日
働

登
録
料

年
間
団
員
1
人
4
0
0
円

・
指
導
者
1

人
8
0
0
円

登
録
条
件

却
歳
以
上

の
成
人
指
導
者
が

1
人
以
上
い
る
こ

と
・
小
学
生
以
上
の
団
員
が
叩
人
以
上

い
る
こ
と

社
会
人
初
。
者
水
泳
教
室

市
水
泳
連
盟
事
務
局

梅
野
(
包
⑬
3
8
4
2
)

期
間

5
月
日
目
的

1
7
月
日
日
出

(毎
週
土
曜
日
午
後
6
時
1
7
時
ぬ
分
)

場
所

屋
内
プ
l
ル

参
加
人
数

羽

人
程
度

参
加
費

4
、
0
0
0
円

(
入
場
料

・
保
険
料
等
)

レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
テ

ス
教
室
参
加
者
纂
集

中
嶋 島

(
宮

@
7
7
3
0
)

(包
⑮
2
8
6
4
)

日
時

5
月
お
日
卯

か
ら
毎
週
月
・

水
・

金
曜
日
、

午
前
日
時
l
正
午

(週

1
回
で
も
可
)

場
所

市
営
テ
ニ
ス

コ

ー

ト

会

費

月

8
0
0
円
(
コ
ー

ト
代
ほ
か
)

申
込
期
限

5
月
お
日
制

長
崎
合
気
道
会
員
募
集

獅
子
島

(包
⑪

2
1
3
3
)

対
象

小
学
生
以
上
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
結
構
で
す
。

練
習
日

毎
週

月
・

金
曜
日

時
間

午
後
7
時
j

8
時
加
分
(
小
学
生
は

8
時
ま
で
)

場
所

市
武
道
館

平
成
什
年
度

大
村
市
小
学
生

・
中
学

生
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
者

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

小

・
中
学
生
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

※

V
名
前
(
所
属
)

{
ス
ポ
ー
ツ
賞
}

。
水
泳
の
部

V
橋
口
仁
司
(
旭
が
丘
小
)

V
丘
山
藤
菜

穂
子
(
三
城
小
)

V
放
虎
原
小
5
年
男

子
1
0
0
M
メ
ド
レ
ー
リ
レ

l
チ
l
ム

V
富
の
原
小
6
年
女
子
1
0
0
M
リ
レ

ー
チ
l
ム
V
富
の
原
小
6
年
男
子
1
0

0
M
リ
レ

l
チ
l
ム
V
旭
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(
桜
が

原
中
)

V
今
山
隆
晴
(
郡
中
)

V
中
村

大
人
(
大
村
中
)

V
中
道
夏
希

(
桜
が

原
中
)

V
中
島
拓
道
(
西
大
村
中
)

V

徳
永
舞
子

(
郡
中
)

V
古
川
朔
太
(
桜

が
原
中
)

V
網
孝
志

(
郡
中
)

V
中
島

景
子

(玖
島
中
)

V
郡
中
男
子
4
0
0

M
リ
レ

l
チ
l
ム
V
桜
が
原
中
女
子
4

0
0
M
リ
レ

l
チ
l
ム
V
西
大
村
中
男

子
4
0
0
M
リ
レ

l
チ
1
ム
V
中
塚
健

太
(
大
村
小
)

V
岳
藤
朔
(
三
城
小
)

V
古
川
恭
平
(
富
の
原
小
)

V
旭
量
平

(富
の
原
小
)

V
今
山
善
晴
(
郡
中
)

V

重
松
慶
治

(
西
大
村
中
)

V
中
島
香
織

(
桜
が
原
中
)

V
田
中
遥
菜
(
中
央
小
)

V
小
柳
勇
太
(
放
虎
原
小
)

。
陸
上
の
部

V
川
崎
淳

(萱
瀬
中
)

V
山
本
明
奈

(
西
大
村
中
)

V
富
岡
勇
(
西
大
村
中
)

V
福
田
加
奈
子
(
郡
中
)

V
山
口
佳
代

子
(
西
大
村
中
)

V
牧
島
さ
お
り
(
西

大
村
中
)
V
吉
岡
由
里
絵

(
西
大
村
中
)

V
西
大
村
中
女
子
4
×
1
0
0
M
リ
レ

ー
チ
1
ム

。
野
球
の
部

V
桜
が
中
軟
式
野
球
部

。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

V
郡
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

V
福
重
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
(男
子
)

O
テ
ニ
ス
の
部

V
松
永
貴
成
(
大
村
中
)

V
松
永
雅
俊

(
大
村
中
)

V
宮
田
佑
亮

・
山
本
淳

(郡

中
)

。
サ
ッ
カ
ー
の
部

V
M
F
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

。
銃
剣
道
の
部

V
大
石
ひ
と
み
(三
城
小
)

O
ゲ
i
ト
ポ
i
ル
の
部

桜
が
原
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
チ
l
ム

{ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
}

。
水
泳
の
部

V
中
島
美
咲
(
放
虎
原
小
)

O
陸
上
の
部

V
森
宗
信
也
(
郡
中
)

O
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

V
郡
中
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

V
片
下
沙
織
(
郡
中
)

V
大
室
渚
(
郡

中
)
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建築主の為の支援システム

欠陥工事は見逃さない!

あなたの夢を、あなたと共に分かち合いたいと思われている家族や社員の為に

確実に実現させる、これが私たちの仕事です。施工監理のプロにお任せください

育限会社アイ.工ム.工ム建築監理事務所 代表取締役池田充正

TEL 53-3552 FAX 53-3255 E.mail:immnaga@mocha.ocn.ne.jp 

建物のオペレーター



第41回全国選抜少年剣道練成大会に出場した大村市剣道
協会チームと微神堂チームのみなさん

平成11年優良少年消防クラブとして消防庁長官から表彰
された三浦中央少年消防クラブ

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
、
か
と
う
ご
き
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
高
瀬
ミ
ツ
エ

H
2

万
5
、

0
0
0
円
V
鈴
田
茂
雄
日
目
万

円
V
野
坂
次
良
U
金

一
封
V
村
崎
ハ
ツ

エ
日
金
一
封
V
久
松
初
美
H
金

一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
橋
本
芳
之
H
5

万
円
V
増
田
耕
一

u
m万
円
V
山
口
知

子
H
3
万
円
V
中
島
百
合
子

H
3
万
円

V
中
村
ア
サ
コ

H
3
万
円

V
小
村
忠

吉
川
叩
万
円

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ

V
平
野
義
信
リ

5
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
ヘ

V
西
村
末
子
H

6
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
近
代
料
理

業
組
合
H
鈎
万
円

市
役
所
へ

V
勢
戸
利
春

池
田
保
育
所
へ

V
村
田
太
V
田
中
ミ
ヤ

V
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

メ
イ
ツ
V
高
橋
淳
治

三
域
保
育
所
へ

V
高
橋
淳
治

松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
P
T
A

清
和
国
へ

V
親
奉
会
V
と
び
い
し
会

め
ぐ
み
荘
へ

V
鈴
田
保
育
園

三
彩
の
里
へ

V
沢
ノ
井
本
店

子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
日

1
万
円
V

ブ
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ー
ジ
ュ

泉
の
里
へ
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橋
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芳
之

H
5
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V
西

村
末
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H
4
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円
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大
村
地
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人

会
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2
万
円
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立
正
佼
成
会
諌
早
教
会

大
村
支
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貴
和
木
会
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永
測
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制
九
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支
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慈
恵
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へ

V
小
森
俊
彦
H
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万
円
V
赤

木
信
雄
V
下
川
信
義
V
永
測
屋
V
松
永

シ
ズ
エ

V
辻
み
ち
子
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岩
本
虞
巳
V
坂

口
清
松
V
菅
ひ
ろ
子

ベ
イ
サ
イ
ド
大
村
へ

V
大
村
吟
詠
会
V

芳
文
美
V
鹿
山
恭
子
V
あ
や
み
会
V
山

本
洋
一

V
芦
塚
賢
策
V
平
野
重
郎

ワ
i
キ
ン
グ
ヒ
ル
ス
へ

V
藤
井
ス
ナ
子

V
吉
野
直
道

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
高
比
良
フ
ミ
リ

5

万
円
V
福
島
冨
美
子
リ

3
万
円
V
伊
丹

哲
次
郎
H
3
万
円
V
野
口
ハ
ツ

V
柏
木

商
会
V
岩
本
虞
巳
V
坂
口
清
松
V
福
田

志
津
子
V
新
城
保
育
園

松
原
の
さ
と
へ

V
松
田
シ
ゲ
子
リ

5
万

円
V
山
田
庚
平
V
塚
野
英
明
V
小
林
・

白
元
・
有
川

市
立
保
青
所
に
役
立
て
て

森博子さん(古町1丁目)は、亡母古賀宣子さん
の生前の意志により、 100万円を寄付されました。
保育所の備品購入費に活用させていただきます。

⑫ 田神的ぞ

-30一



SEAHAT INFORMATION 

噌
昨年のポルトガルにつづき、

2000年は.-
ハンガリーから聖なる歌声。

• 
ハンガリーフ口ムジ力女声合唱団

7月6日圃

e-圃翠置司・
一般 5月16日(火)
会員 5月9日(火)

開場18: 30・開演19: 00 

場所:大村市民会館

-31 

.チケ ット:指定席A…一般 3，800円 (会員3，400円)

指定席B.一一般 3，400円 (会員3，000円)

自由席……一般 2，400円 (会員2，000円)

高校生以下…1，000円 (会員900円)

※自由席の当日券は500円増しです。

菅原洋一・芹洋子

マインドソングコンサート

5月26日直 ，住
開場18: 30・開演19: 00 W;空言璽曹

場所:大村市民会館 司V

.チケ ット (全席指定)

一般...A席4，800円・ B席4，000円

会員...A席4，300円・ B席3，600円

[プロクラム]

「四季の歌JI青い山脈JI愛の賛歌JI手紙」
「かあさんの歌JIバラが咲いたjほか

X' 



J 

" t ・句'.

わがまち自慢・再発見lシリーズ@

SINTRACLUB VoLll 
[シントラ・クラブ]

平成 9年 8月大村市はポルトガル共和国シ

ントラ市と姉妹都市を結びました。平成 9年

以降にシントラ市を訪れた子供たちは、今も

交流を行っています。この子どもたちが、交

流を通じて感じ学んだことを掲載します。

大村高校 井口 さやか

ポルトガルには、歴史的な建物が

多く残されています。多くの建物の

中で、最も私が気に入ったのは、 『オ

ビドスJという小さな村でした。

『オビドス』は、中世の城壁に固

まれた村です。オビドスヘ向かう途

中、城壁に固まれたこの村全体を見

ることができます。そこから見ると、

ただの壁に囲まれた街のようでした。

しかし、村に一歩足を踏み入れると、

そこは、壁で固まれた感じなど全く

なく、普通のポルトガルの村でした。

オビドスで目をヲ|かれるのは、家々

の白い壁に飾られた、色鮮やかな花

です。中でもブーゲンビリアは、と

歯幽 ケーブルテレビ
園 野?むら

大村市のイベント案内やお知らせ

などの情報番組 f広報おおむらj
をオオムラケーブルテレビで放映

を始めました。

.オオムラケーブルテレビ'60ch

向陽橘香館 永尾 智子

私がポルトガルを訪れて、とても 彫られ、予約もあると聞き、ショッ

印象に残っている所があります。そ クでしたが、この異様な教会に興昧

れは、教会です。教会と言っても普 を持ちました。

通ではなく、ホラー映画に登場しそ 一方、エヴオラ大聖堂では、四少

うな、今までに見たことのないもの 年が弾いたと言われるパイプオルガ

でした。エヴオラ大聖堂附属の礼拝 ンを特別に聴くことができました O

堂 「骨の家」では、子供から老人ま 目の前には、四百年も前に彼らが弾

で、男女を間わず、沢山の骨が納め いたものがあるんだ。 よく、残って

られていました。亡くなった時のま

まで¥mtがほfろ{まろになっているも

のや、十字架にはりつけにされたも

のもありました。納骨場の入口には

“あなたの骨をお待ちしています"と

くに美しく、オビドスの街全体の美

しさの理由は、ここにありという感

じでした。

ポルトガルの歴史的な建物という

のは、まわりと一体化しています。

そこにあるのが、当然のように O 日

本はというと、その場所だけが特別

で、まわりとは異空間のようでもあ

ります。オビドスは、本当に普通の

街で、城壁は街並みに溶け込んでお

り、何の違和感も感じられませんで

したO ポルトガルは、まさに歴史と

共に生きている感じでした O 再び私

が訪れた時も、このままであってほ

しいと思います。

いたなあ、とオルガンの音色と歴史

に深く感動しました。

大村にも歴史はありますが、それ

とは異なった雰囲気や刺激を昧わう

ことがで、きました。

.盲点主司Thl白・・・・
市長治説会険|

※火曜日をのぞく毎日

1 : 55........ 2 : 00 
7 : 55........ 8 : 00 
12 : 55........13 : 00 
20 : 55........21 : 00 
22 : 55........23 : 00 

保険料
(年額1口)

※1人2口まで

5月加入 440円

6月加入 400円

圃申し込み・問い合わせ
安全対策課 (内線214)または各出張所

広報おおむら .毎月 1回発行・発行:大村市 〒856-8686長崎県大村市玖島 1丁目25番地 TEL0957-53-4111(代)・市民の声FAX0957-54-6600
.URL : http://www.city.omura.nagasaki.jp/・E-mail:kouhou@city.omura.nagasaki.jp・印刷:有限会社康真堂印刷



平成12年度

健康診査(総合健康診査・婦人がん検診〉のご案内

大村市では、 40歳以上(婦人がん検診は30歳以上の女性)の市民を対象に、下記

の健康診査を実施しています。

右面の指定医療機関で受診できますので、健診を受ける機会のない方は受診され

ることをお勧めします。

この機会にかかりつけ医をつくりましょう O

-総合健康診査 基本健康診査、胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診を同

時に受診できます。

-婦人がん検診 子宮がん検診と乳がん検診を受診できます。

。受診方法

・総合健康診査 直接医療機関に電話で予約後、受診してください 0

・婦人がん検診 直接医療機関で、診療時間内に受診してください。

(健康診査は、一人当たり 1年に 1回限りとなっています。)

O持っていくもの

・健康手帳 40歳以上の方は健康手帳をご持参ください。

お持ちでない方は、市役所健康増進課、すこやかセンタ一、各出張

所で発行し、たします。健康の記録にお役立てください。

。検診料金(個人負担金)

f食 三ロノo〆 名 個人負担金

基本健康診査 300円

胃がん検診 800円

肺がん検診(読影) 200円

肺がん検診(略疾) 無 料

大腸がん検診 無 料

子宮がん検診(頚部) 1，100円

子宮がん検診(頚+体) 1，800円

乳がん検診 500円

。個人負担金徴収についてのお知らせ

市が助成する額

9，821円

10，511円

2，983円

3，549円

4，375円

5，574円

7，814円

2，258円

個人負担金免除者

基本健康診査

老人医療受給者、市民

税非課税世帯に属する

者、生活保護受給者

各がん検診

市民税非課税世帯に属

する者、生活保護受給

者

-平成12年度から節目検診、すこやか検診を廃止いたします。

節目検診 (30歳、 40歳、 50歳、 60歳)、すこやか検診 (65歳'"'-'69歳)として当

該年齢到達者に実施していました無料の利用券(有効期限 1年間)の送付を平

成12年度から廃止し、個人負担金を徴収し、たします。ただし、平成11年度発行

の無料利用券をお持ちの方は、有効期限までご使用になれます。

-平成12年度から各がん検診について個人負担金を徴収します。平成11年度まで

無料で受診できた老人医療受給者の方からも、個人負担金を徴収し、たします。

大村市健康増進課 53-4111 内線140

/ 
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このページは、抜き取って

ご利用ください。

日 SUN 月 MON 土 SAT火 rUE 水 WED 木 THU 金 FRI
1たことばの教室

ことばの発達等が気になる

お子さんや、育児で困って

いるお母さんが対象

(初回は電話で申込み)

l1J z 
リハビリ教室(藤)

すこやかセンター
内容レクリ工シ

~ ヶー lAJ 
ふれあいリハビリサロン

lA 

lZJ l!J 
ことばの教室

[タJ
リハビリ教室(桜)

1 3 : 30~ 1 5:30 
竹松出張所
内容体力測定

レクリ工 ション

1101乳幼児すくすく健康相談 川 れ
I IV I受付(4力月)9: 30~ 11 : 00 I I I I 
トー--.J (10力月以上)13:30~ 1 5 ・ 00 ト一一」

すこやかセンター にごとばの教室(親予つどいの広場)
※現在使用中の予ども用歯ブラ 9:30~ 11 :30 
シまたはガーゼを持参 l ーすこやかセンター

第5回マタ二ティスクール
13: 30~ 1 6:00 
すこやかセンター

1歳6カ月兜健康診宣
受付 1 3:00~13:20

すこやかセンター

。|成へ骨骨??お歳以上)間
ト一一J 福祉センター ト一一」

3歳児健康診査

すごやかセンター

ふれあいリハビリサロン

lffi 隆
一般健康相談
受付 9 ・ 30~9:45

すこやかセンター

乳幼児すくすく健康相談
受付 9 : 30~11 :00 

鈴田出張所

~~ ~ 
ことばの教室

lm 
リハビリ教室(合同)

直E 空r -1m 
ことばの教室(親予つどいの広場) 1，忘れあいリハビリサロン

すこやかセンター

3歳児健康診査
受付 13:00~13 ・ 20

すこやかセンター

切|こと開??古川広場)1261成人斜里!??お歳以上)1271
←一一」 すこやかセンター ト一一J 福祉センター ト一一」

1歳6力月児健康診査 13歳児健康診査
受付 1 3 ・ 00~ 1 3:20 受 寸 1 3:00~ 1 3:20

すこやかセンター | こやかセンター

献血車巡回日 I忘れあいリハビリサロン

市役所五関前

l旦 lm 

~ 向

~ 
耳とことばの相談

第6回マタ二ティスフール
~お父さん出雷ですよ~
1 8 ・ 30~20 ・ 30

すごやかセンター

四l 隆司 大1歳6カ月児健康診査平成10年10月生まれ
(平成 10年 5 月 ~ 9 月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

大3歳健康診査 平成8年11月生まれ
(平成8年6 月 ~ 1 0月生まれでまだ受けていない人も受診してください)

大 リハビリ教室 大村におすまいの40歳以上の人で、心身の機能力t低下している方が対象

大ふれあいリハビリサロン 病気やケガ等で、体の機能の低下が見られる方が対象
(御希望の方は、かかりつけの医師と御相談のうえおいでください。)
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主な公共施設

大村市役所 ft53-4111 
西大村出張所 ft53-3725 
三浦出張所 ft52-6475 
鈴田出張所 ft52-2023 
董瀬出張所 ft55-7001 
竹松出張所 ft55-8314 
福重出張所 ft55-8614 
松原出張所 ft55-850 1 
大村市清掃センタ ft54-3100
大村市水道部 ft53-1111 
大村市立図書館 ft52-2457 
大村市立史料館 ft53-1979 
大村市総合福祉センタ-ft53-1351 
大村市保健福祉センタ-ft54-91 00 

(すこやかセンター)

大村市体育文化センタ-ft20-7200 
(シーハッ トおおむら)

コミュ二ティセンタ一

大村市立病院

大村市民会館

中地区公民館

大村警察署

大村消防署

ft54-3161 
ft52-2161 
ft52-2739 
ft53-1 376 
ft54-0 1 1 0 
ft52-4138 

競艇開催日

3---.;7日 日刊杯争奪GW特選レース

11---.; 16日 GIIIジャンボ卜口ンカップ競走

20---.;25日スポーツ報知杯争奪戦競走

23--28日場間場外発売(笹川賞競走)
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健康テレホンサービス
ft095-826-5511 

月 不正性器出血

火 高齢者の性生活

水 子どもの夜泣き

木 尋常性乾癖(とても治りにくい皮膚病)

金 麻酔と歯科治療

土日 シリーズ介護保険① 一いよいよ始まった介護保険

日曜・祭臼当醤医

診療時間は9:00.......18:00です。
日 診療科目 病医院名 所在地 TEL 

小児科 野口内科こども医院 西大村本町 n52-2339 
3 

内科

産婦人科 おび産婦人科医院 本町 n54-1103 

小児科 田川小児医院 東本町 n52-4000 
4 

アレ皮ル膚ギ科一手ヰ 本田皮ふ科・アレルギー科 富の原2丁目 n55-6830 
小児科

小児科内科しげの 須田ノ木町 n52-8525 内科
5 

脳神経外科 伊崎脳神経外科 東本町 n54-4230 
内科 ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 n54-5000 呼服器科

7 
眼科 楠木眼科医院 東三城町 n52-2711 
内科

みね内科クリニック 富の原1丁目 n55-5070 呼日及器科
14 

心療内神科科
神経科・精 うえき心療内科クリニック 仮口町 包 54-6000

外内科科 渡辺医院 松原1丁目 n55-8275 
21 

整形外科 橋口整形外科医院 竹松本町 n55-8739 
内科 おおつか内科医院 西三城町 n53-8080 呼服器科

28 
耳鼻E因喉科 海江田医院 東本町 n52-3329 

舎月の税金
。固定資産税(第 1期)

O軽自動車税(全期)

ー
句d

三種混合・麻しん・風しん・日本脳炎

予防接種実施申!
年間を通じて実施していますので、お子様

の体調のよい時に受けてください。

(ただし、日本脳炎は 5 月 1 日 ~9 月 3 0 日の実施)

※詳しくは「健康のしおりと国民健康保険jをご覧ください。

舎月の定例相談日
市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で

行っています。お気軽にご相談ください。

10日(水) 法律相談 10:00-15:00 

11日(木) 行政相談 9:30-12:00 

12日(金) 人権相談 10:00-15:00 

17日(水) 法律相談 10:00-15:00 

23日(火) 交通事故相談 10:00-16:00 

24日(水) 年金相談 10: 00-1 5: 00 

26日(金) 不動産相談 13:00-16: 00 

※受け付けは当日の午前8時30分からです。

(電話での受け付けはいた しません)

※法律相談は申込みが10人になり次第締め切ります。

大村市内の交通事故発生状況
3月末現在

区 分 件数・死傷者数 前年同期比

人傷事故 1 24  +27 

死 者 O 

負 傷 者 1 7 5 +59 

物損事故 446 + 1 5 
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【指定医療機関一貫表】

。総 合健康診査
(基本健康診査・胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診)

《大村地区》
ウーマンズクリニックナガノ※ 東二城町 (53) 1123 中村医院※

おおつか内科医院 西=城町 (53)8080 フジイ胃腸科クリニック

岡内科医院 東=城町 (52)3000 松 井 医 院

川本内科医院 久原1丁目 (54)5675 松尾外科医院

近 藤 医 院 東本町 (54)1166 南野内科診療所

小児科内科しげ、の※ 須田ノ木町 (52)8525 山下外科医院

寺 井 医 院 玖島1丁目 (52)3574 吉田内科クリニック

《西大村地区》
さくらクリニック※ 池田 1丁目 (53)8819 前川外科クリニック

田 崎 医 院 古町1丁目 (53)1234 南野クリニック

ともなが内科クリニック 杭出津2丁目 (54)5000 むたクリニック

中国 外 科胃腸科 古賀島町 (54) 0083 山 道 医 院

野口内科こど も 医 院 西大村本町 (52) 2339 与那城医院

《福重・竹松地区》
津田胃腸科内 科 医 院 |小路口本町 1 (55) 1507 11 原外科内科旺門科医院

早田内科医院 |竹松本町 1 (5れ 530 11 牧山内科外科医院

長 崎 医 院 |寿古町 1 (5引 615 11 みね内科クリニ y ク

※胃がん検診は実施しておりません O

。婦人がん(子宮がん・乳がん)検診
ウーマンズクリニ ックナガノ

大 村中 央産婦人科

おび産婦人科医院

(53) 1123 11 後藤産婦人科医院

(5れ 850 11 桝本産婦人科内科医院

(54) 1103 11 レテ:イース 7リニ yクしげまつ

。婦人がん(乳がん)検診 牧山内科外科医院

田 崎 医 院 古町1丁目 (53) 1234 松尾外科医院

寺 井 医 院 玖島1丁目 (52)3574 むたクリニック

中国外科胃腸科 古賀島町 (54) 0083 山下外科医院

前川外科クリニック 植松1丁目 (53)6866 山 道 医 院

Oこれ以外の医療機関では、受診できません O

東本町

東本町

久原2丁目

東本町

東二城町

西=城町

本町

植松1丁目

乾馬場町

古町2丁目

桜馬場2丁目

池田新町

宮小路2丁目

東本町

古町2丁目

西二城町

桜馬場2丁目

(52) 2733 

(54)8686 

(53)6624 

(52)3331 

(53)3731 

(54)7122 

(52) 1177 

(53) 6866 

(53)2233 

(52)4501 

(53)2305 

(53)5575 

(55)8427 

(55)7831 

(55)5070 

(20)8123 

(55)8355 

(54)9200 

(55)7831 

(52)3331 

(52)4501 

(54)7122 

(53)2305 

-年に一回、定期的に受診するよう心掛けましょう。
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